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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
と
い
う
歳
月

が
経
過
し
ま
し
た
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た

１
万
６
０
０
０
人
に
お
よ
ぶ
方
が
た
と
、

い
ま
だ
行
方
不
明
に
な
ら
れ
て
い
る
方
が

た
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
全
国
で

い
ま
だ
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
31
万
人
を
超
え
る
方
が
た
に
衷
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
復
興
元
年
と
い
わ
れ
ま
し
た

が
、
被
災
地
の
復
興
施
策
は
決
し
て
満
足

な
状
態
と
は
い
え
ず
、
長
期
化
す
る
被
災

地
支
援
に
つ
い
て
私
た
ち
は
同
じ
国
民
と

し
て
物
心
両
面
か
ら
の
支
援
を
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。

　

毛
呂
山
町
で
は
、
一
昨
年
「
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
今
日
ま
で
町
民
皆
さ
ん
の

温
か
い
心
を
形
に
か
え
て
被
災
地
へ
の
復

興
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は「
子

ど
も
た
ち
に
被
災
地
の
現
状
を
見
て
も
ら

い
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、「
被
災
地
応

援
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
更
に
参
加
者
を
増
や
し
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
被
災
地
の
現
状
を
自
分
の
目

で
見
て
も
ら
い
、将
来
に
わ
た
っ
て
の
「
支

え
あ
い
の
心
」
を
育
て
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
時
代
の
転
換
期
と
な
っ
て
い
る

国
政
で
す
が
、
昨
年
12
月
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
よ
り
民
主
党
政
権
か
ら
自
民

党
・
公
明
党
の
連
立
政
権
へ
と
再
度
政
権

交
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
政
策
と
し

て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
称
さ
れ
る
「
大
胆

な
金
融
政
策
」、「
機
動
的
な
財
政
政
策
」、

「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
が

『
三
本
の
矢
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
何
よ
り
も
景
気
の
回
復
を
第
一
に
、

雇
用
の
確
保
、
社
会
保
障
制
度
の
安
定
、

財
政
再
建
と
一
日
も
早
く
国
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
社
会
の
構
築
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
け
る
状
況
で
す
が
、
安
倍
首

相
が
就
任
後
早
々
に
打
ち
出
し
た
15
か
月

予
算
の
考
え
方
は
、
多
く
の
地
方
自
治
体

で
手
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
本
町
で
も

平
成
24
年
度
補
正
予
算
と
し
て
取
り
組

み
、
先
の
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
会

の
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
町
政
進
展
の
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
25
年
度
に
年
度
を
ま

た
い
で
こ
れ
ら
予
算
の
執
行
に
万
全
を
期

し
、
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う

体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
に
あ
っ

て
は
、
歳
入
に
お
い
て
長
引
く
景
気
の
低

迷
を
背
景
に
町
税
の
伸
び
に
は
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
に
お

い
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
町
が
賃
貸
借
し

て
い
た
大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
用
地
買
い
上

げ
の
実
施
を
筆
頭
に
、
学
校
施
設
な
ど
既

存
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
よ
り
財
政
需
要

は
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
平
成
25
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
な
か
で
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
最

小
限
の
経
費
で
最
大
限
の
事
業
効
果
が
発

揮
で
き
る
よ
う
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
取
組
を
説
明
す
る
前

に
、
年
度
末
に
大
き
な
事
業
を
行
い
ま
し

た
の
で
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

３
月
23
日
、
町
で
実
施
す
る
Ｂ
型
肝
炎

ワ
ク
チ
ン
な
ど
４
種
類
に
お
よ
ぶ
ワ
ク
チ

ン
に
対
す
る
町
の
助
成
が
新
聞
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
埼
玉
県
内
で
も
初

め
て
の
施
策
で
あ
り
、
本
町
の
予
防
医
療

と
し
て
の
取
組
で
あ
る
「
医
療
と
福
祉
を

更
に
充
実
さ
せ
る
」
が
大
き
く
前
進
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
27
日
に
は
、
町

立
ゆ
ず
の
里
保
育
園
が
落
成
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
長

年
課
題
と
な
っ
て
い
た
本
町
の
官
民
合
わ

せ
て
の
「
子
育
て
環
境
の
整
備
」
と
し
て
、

一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
３
月
28
日
、
県
道
川
越
坂

毛呂山町長
　　井上　健次

「
毛
呂
山
町
は
い
い
町
に
な
っ
た
な
ぁ
」

　
　
　
　 

　
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
た
め
に

平
成
24
年
度
後
半
の
事
業
報
告

施
政
方
針

平
成
25
年
度
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２
月
14
日
の
新
聞
記
事
か
ら
始
ま
っ
た

「
川
角
中
学
校
の
２
年
生
が
利
用
し
た
ゴ

ミ
ひ
と
つ
な
い
新
幹
線
」は
、い
ま
だ
に
多

く
の
方
が
た
に
取
り
上
げ
ら
れ
、全
国
の

自
治
体
で
も
毛
呂
山
町
の
中
学
校
を
真
似

て「
小
さ
な
親
切
運
動
」や「
思
い
や
り
の

運
動
」と
し
て
、日
本
人
が
忘
れ
か
け
て
い

た
道
徳
心
を
揺
れ
動
か
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
き
っ
か
け
は
、確
か
に
毛
呂
山

町
の
中
学
生
の
行
い
で
す
が
、そ
の
行
い
を

２
枚
の
便び
ん
せ
ん箋

に
託
し
て
お
褒ほ

め
い
た
だ
い

た
清
掃
担
当
の
女
性
の
温
か
い
心
遣
い
が

な
け
れ
ば
、こ
の
話
が
世
に
出
る
こ
と
は
な

く
、そ
こ
に
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
加
わ
り
日

本
を
動
か
す
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、今
回
の
す
ば
ら
し
い
人
の
か
か
わ

り
と
誇
り
高
き
毛
呂
山
町
の
子
ど
も
た
ち

に
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、毛
呂
山
町
を
日
本
一「
思
い
や

り
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
町
」に
す
る
こ
と

だ
と
・・・
。こ
れ
を
機
に「
毛
呂
山
町
は
、

い
い
町
に
な
っ
た
な
ぁ
」と
町
民
皆
さ
ん

が
感
じ
て
い
た
だ
け
る
た
め
に
、新
た
な

気
持
ち
で
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で

町
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
25
年
度
の
ス

タ
ー
ト
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

戸
毛
呂
山
線
川
角
農
協
前
交
差
点
改
良
工

事
の
完
了
に
伴
う
完
成
披
露
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
生
活
道
路
を
最
優
先

で
整
備
す
る
」
と
し
た
公
約
の
一
つ
で
も

あ
り
、
本
町
の
み
な
ら
ず
近
隣
市
町
に
お

い
て
も
長
年
の
悲
願
で
あ
り
、
渋
滞
の
解

消
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
は
絶
大
な

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

就
任
以
来
、
大
災
害
を
教
訓
に
進
め
て

き
た
「
企
業
と
の
災
害
時
に
お
け
る
協
定
」

は
、
平
成
24
年
度
に
４
件
締
結
し
た
こ
と

で
、
全
体
で
29
件
と
な
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
協
定
を
結
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

抜
本
的
な
改
訂
を
急
い
で
い
た
「
毛
呂
山

町
地
域
防
災
計
画
」
は
作
業
が
終
わ
り
ま

し
た
。
今
後
も
全
行
政
区
で
の
自
主
防
災

組
織
設
立
を
め
ざ
す
と
と
も
に
地
域
の
連

携
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
全
を
守

る
「
地
域
み
ま
も
り
隊
」
の
結
成
を
働
き

か
け
る
こ
と
で
「
安
心
・
安
全
な
町
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
払
い
廃
止
や
新

保
育
園
建
設
に
よ
り
「
子
育
て
環
境
の
整

備
」
が
進
み
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
小
学

校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
更
に
進
め
、
町

内
各
小
学
校
の
低
学
年
ま
で
の
ト
イ
レ
改

修
工
事
の
完
了
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、

通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
路
側
帯
お
よ

び
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
を
は
じ
め
、
昨

年
度
設
計
し
た
西
戸
地
内
松
貫
橋
の
側
道

橋
取
り
付
け
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地
区
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
自
由
通
路
と
橋
上
駅
舎
の

工
事
に
つ
い
て
10
月
上
旬
か
ら
駅
舎
の
供

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
、
野
久
保

線
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
部
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
日
化
団
地
北
側
の

踏
み
切
り
拡
幅
に
つ
い
て
は
遅
れ
て
い
た

設
計
業
務
が
完
了
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
、
本
町
は
埼
玉
県
の
「
川

の
ま
る
ご
と
再
生
事
業
」
に
申
請
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
度
県
よ
り
採
択
を
い
た

だ
き
、
平
成
25
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た

り
越
生
町
と
共
に
越
辺
川
の
再
生
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、「
里
山
平
地

林
再
生
事
業
」
で
も
、
今
年
度
県
よ
り
採

択
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
総
合
公
園
体
育

館
南
側
の
遊
歩
道
に
沿
っ
た
町
有
林
の
整

備
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
総
合
公
園
を
中
心
に
、
行
田
市

か
ら
譲
り
受
け
た
「
古
代
蓮
」
を
含
め
た

花は
な
は
す蓮

の
観
光
施
策
を
推
進
し
、
さ
ら
に
鎌

北
湖
や
宿
谷
の
滝
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道

の
整
備
と
し
て
、
計
画
的
に
道
標
な
ど
整

備
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
主
な
取
組

「
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
町

　
　
　

  

も
ろ
や
ま
」
を
め
ざ
し
て

◎
町
防
災
施
策
と
高
齢
者
福
祉

◎
子
育
て
環
境
・
教
育
環
境
の
整
備

◎
生
活
環
境
お
よ
び
道
路
整
備

◎
観
光
事
業
、
そ
の
他
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平成25年度

当初予算の概要
　

平
成
25
年
度
の
予
算
は
前
年
度
よ
り
4.6
％
、
４
億
３
５
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
減
少
理
由
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
確
保
の
た
め
に
、
平
成
25
年
度
に
予
定

し
て
い
た
事
業
を
前
倒
し
し
て
、
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
と
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
収
入
は
、
町
税
な
ど
町
が
自
ら
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
の
支
出
金
な
ど
、
ほ
か
の
財
源
に
頼
る
依
存
財
源
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
依
存
財
源
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
は
４
０
０
０
万
円
増
加
、
町
債
は
約
２
億
３
０
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
土
木
費
が
平
成
25
年
度
予
定
し
て
い
た
武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地
区
整
備
事
業
の
大
部
分
を
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
と
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
約

６
億
１
２
０
０
万
円
、
衛
生
費
で
は
約
３
９
０
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た
。
教
育
費
で
は
、
大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
地
購
入
費
や
教
育
施
設
整
備
費
等
に
よ
り

約
２
億
３
７
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

項　目 予算額 前年度比較増減額

自
主
財
源

町税 3,652,474 326
町民税 1,849,481 15,878
固定資産税 1,433,733 △ 1,815
軽自動車税 57,740 1,135
町たばこ税 194,954 △ 13,252
入湯税 355 0
都市計画税 116,211 △ 1,620

分担金及び負担金 118,710 7,641
使用料及び手数料 71,104 13,251
繰入金 344,253 32,642
繰越金 150,000 0
その他 112,400 △ 25,690

財産収入 19,652 △ 5,245
寄附金 2 0
諸収入 92,746 △ 20,445

項　目 予算額 前年度比較増減額

依
存
財
源

地方交付税 1,840,000 40,000
町債 768,900 △ 230,300
国庫支出金 765,757 △ 305,695
県支出金 586,902 38,325
その他 519,500 △ 5,500
地方消費税交付金 290,000 △ 10,000
地方譲与税 95,000 △ 7,000
地方特例交付金 18,000 △ 2,000
自動車取得税交付金 27,000 7,000
ゴルフ場利用税
交付金 70,000 10,000

利子割交付金 8,000 0
株式等譲渡所得
割交付金 1,000 △ 1,000

配当割交付金 5,500 △ 2,500
交通安全対策特
別交付金 5,000 0

（単位：千円、％）

用 語 解 説

▼
一
般
会
計

　

町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
会
計
で
、
行
政
運

営
の
基
本
的
な
経
費
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

特
定
の
事
業
を
行
う
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

▼
地
方
交
付
税

　

所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た
ば

こ
税
の
一
定
割
合
の
額
を
、
国
が
各
地
方
公
共

団
体
に
人
口
、
面
積
、
財
政
力
な
ど
に
応
じ
て

交
付
し
ま
す
。
使
い
道
は
、
各
団
体
が
自
由
に

決
め
ら
れ
ま
す
。

▼
町
債

　

町
が
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
て
い
る
お
金
で

す
。
原
則
と
し
て
、
道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
の
整
備
資
金
に
充
て
る
も
の
で
す
。

▼
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

町
で
行
う
事
業
に
対
し
て
国
や
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
で
す
。
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。

▼
民
生
費

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
の
福
祉
や
医
療

助
成
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
総
務
費

　

税
務
事
務
や
住
民
窓
口
、
選
挙
な
ど
に
係
る

経
費
で
す
。

▼
土
木
費

　

道
路
、
公
園
な
ど
の
建
設
、
整
備
、
維
持
管

理
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
教
育
費

　

学
校
の
維
持
管
理
、
給
食
な
ど
教
育
全
般
に

係
る
経
費
で
す
。

▼
衛
生
費

　

公
衆
衛
生
、
ご
み
の
収
集
な
ど
に
係
る
経
費

で
す
。

▼
公
債
費

　

町
債
の
返
済
金
で
す
。

分担金及び負担金1.3％

使用料及び手数料0.8％
繰入金3.9％

繰越金1.7％その他1.2％

その他 5.8％

町税40.9％
・町民税
・固定資産税
・軽自動車税
・町たばこ税
・入湯税
・都市計画税

県支出金
6.6％
国庫支出金
8.6％

町債
8.6％

地方交付税
20.6％

歳入合計
89億

3,000万円

自

主

財

源

依

源

存

財

一般会計歳入
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（単位：千円、％）
項　目 予算額 前年比較増減額

民生費 3,093,062 36,675
総務費 1,200,039 10,444
教育費 1,181,849 237,748
土木費 888,036 △ 612,514
衛生費 773,897 △ 39,096
公債費 739,676 △ 20,431
消防費 624,282 4,830
農林水産業費 118,909 2,279
その他 310,250 △ 54,935

議会費 117,164 2,133
諸支出金 108,294 △ 55,327
商工費 44,754 △ 1,741
労働費 30,032 0
予備費 10,000 0
災害復旧費 6 0

平成 25年４月１日現在の人口３万５, ６９４人で算出

町民１人あたりに使われるお金は　

合計２５万１８２円

衛生費
21,681 円

民生費
86,655 円

総務費
33,620 円

教育費
33,111 円

土木費
24,879 円

公債費
20,723 円

その他
  8,692 円

農林水産業費
  3,331 円

消防費
17,490 円

　町には、一般会計のほかに、４つの特別会計と企業
会計である水道事業会計があります。
　特別会計や企業会計は、特定の事業を行うための予
算です。保険料や使用料などの特定の収入でまかなわ
れ、一般会計とは独立した経理会計が行われています。

国民健康保険特別会計
44 億 6,654 万円（前年度比 0.4％減額）
　医療保険制度の基礎的役割を果たしています。いざと
いうときに安心して医療を受けられるようにするために
使われる予算です。

後期高齢者医療特別会計
3 億 232万 5千円（前年度比 5.0％増額）
　高齢者が安心して医療が受けられるように制度の維持、
運営に使われます。

介護保険特別会計
19 億 1,791 万 4千円（前年度比 6.4％増額）
　介護を必要とする人や介護予防が必要な人が、安心し
て生活を送れるように、総合的な介護サービスを行うた
めに使われる予算です。

農業集落排水事業特別会計
2,789 万円（前年度比 0.05％増額）
　農村地域の生活向上を図るために、汚水の処理を行い
ます。現在は、主要な処理施設の建設が終了し、施設維
持管理費用が中心となっています。

水道会計
【水道事業収益】水道料金など
　予 算 額／ 7億 5,803 万 6千円
　前年度比／ 0.7％の減少
【水道事業費用】水道施設維持管理、県水受水費など
　予 算 額／ 7億 2,900 万円
　前年度比／ 2.6％の減少
【資本的収入】負担金
　予 算 額／ 93万 5千円
　前年度比／ 98.5％の減少
【資本的支出】配水施設整備など
　予 算 額／ 4億 4,460 万円
　前年度比／ 1.4％の減少

　日常生活に欠かせない生活用水を安全供給するため
の予算です。とくに老朽管の布設替え、および老朽施
設の改修を積極的に行います。

　当初予算
平成 25年度

歳出合計
89億

3,000万円

その他3.6％

民生費
34.6％

土木費9.9％

教育費
13.2％

総務費
13.4％

農林水産業費
1.3％

消防費
7.0％
公債費
8.3％

衛生費
8.7％

一般会計歳出特別会計
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少子高齢化対策を中心とした
福祉・保健施策
【主な事業】

児童手当 ５億２，３７１万円

介護給付費・訓練等給付費 ３億９，８４８万９千円

民間保育所運営費委託料 ３億５２９万２千円

こども医療費（中学校修了まで） ８，６４６万１千円

ひとり親家庭等医療費 ７３９万６千円

各種健診・予防接種委託料 １億１，８２５万円

重度心身障害者医療費 ７，０７０万４千円

自立支援医療給付費 ４，７１５万１千円

療養介護医療給付費 ２，２８０万４千円

老人福祉センター管理運営委託料 ２，５００万円

生活環境基盤等のインフラ整備
【主な事業】

町道整備事業 １億９，０１７万円

武州長瀬駅北口周辺地区整備事業 ５，５００万円

コミュニティ広場整備工事 １，５００万円

農道・用排水路改良事業 １５０万円

道路台帳更新作業委託料 ５００万円

平成25年度に
実施する主要な事業を紹介します !

防災施策の充実
【主な事業】

西入間広域消防組合負担金（常備、非常備）　　　　　

　 ６億１，０６５万５千円

自動体外式除細動器借上料 ２５１万６千円

自主防災組織運営費補助金 ９５万円

教育施策の充実
【主な事業】

学力向上支援員賃金 ２，６４０万３千円

児童生徒支援員賃金 １，４５２万２千円

光山小学校消防・放送設備改修事業 ３，３２７万８千円

川角中学校武道場改修事業 ５，０００万円

中学校空調設備設置工事設計業務委託料（２校）　　　

　 ９０３万円

就学援助費 ２，２５６万円

大類グラウンド土地購入費 ２億１，０８２万４千円

情報化施策の充実
【主な事業】

複合機使用料 １，１５０万円

パソコン機器等借上料 ５，０２２万７千円

パソコンシステム機器保守委託料 ２，６６１万１千円
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わだいの　　　選特
～カメラルポ～

な子の成長を祈願して

『春の流
や ぶ さ め

鏑馬』幼
　３月 10日、『春の流鏑馬』が出

い ず も

雲伊
い わ い

波比神社に奉
納されました。今年は、大師一区の石原正一郎くん
（５歳）が乗り子を務め、見事に大役を果たしました。

吹雪のなか賑
にぎ

やかに

『ゆずの里商店街桜まつり』桜

　４月６日、ＪＲ毛呂駅前を会場に『ゆずの里商店
街桜まつり』が開催されました。当日は、天候が危
ぶまれましたが、多くの来客で賑わっていました。

ず娘が会場を彩る

『鎌北湖桜まつり』ゆ

　４月 14日、『鎌北湖桜まつり』が開催されました。
今年は桜の開花が早く、当日は見ごろを越えてしまっ
ていましたが、大勢の人が鎌北湖に訪れました。

らが働く町をきれいに !

 『地域連携協定』に基づく
 埼玉医大職員による清掃活動自

　４月 10日、埼玉医科大学の新規採用事務職員が、
町との『地域連携協定』に基づき、町職員との協力
で町内の清掃活動を行いました。

滞が解消されました !

 『県道川越坂戸毛呂山線
 川角農協前交差点』完成披露会渋

　３月 28日、県道川越坂戸毛呂山線川角農協前交
差点の完成披露会が行われました。右折帯ができた
ことで、渋滞が解消されました。

害に強いまちづくり協定
防災協定の調印災

　３月 19日、町では『災害時における福祉避難所
としての設置運営に関する協定書』を町内で福祉施
設を運営する各団体と締結しました。
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〜 

「
心
を
一
つ
に
」
み
ん
な
の
心
の
和
を
最
大
の
力
に  

〜

　

毛
呂
山
シ
ト
ロ
ン
ズ

　

毛
呂
山
シ
ト
ロ
ン
ズ
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
と
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

チ
ー
ム
で
す
。
シ
ト
ロ
ン
ズ
と
い
う
名
前

は
、
毛
呂
山
町
の
木
「
ゆ
ず
」
か
ら
取
っ

た
名
前
で
す
。
毛
呂
山
町
を
代
表
す
る

チ
ー
ム
、
毛
呂
山
町
の
み
ん
な
に
愛
さ
れ

る
チ
ー
ム
を
め
ざ
そ
う
と
名
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
、
強
い
チ
ー
ム
よ
り
、
良
い

チ
ー
ム
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
良
い
チ
ー

ム
と
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心

と
体
が
健
全
に
育
つ
チ
ー
ム
で
す
。
小
・

中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
大
切

な
の
は
今
試
合
に
勝
つ
こ
と
よ
り
も
、
ス

ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
自
ら
学
び
、
誰
か

ら
も
愛
さ
れ
、
頼
ら
れ
、
皆
か
ら
支
え
て

も
ら
え
る
人
に
な
る
こ
と
で
す
。
素
直
で

ま
じ
め
な
心
と

態
度
、
そ
し
て
、

自
分
も
友
だ
ち

も
大
好
き
な
元

気
な
ス
ポ
ー
ツ

少
年
を
育
て
る

こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
は
小
学

校
、
中
学
校
の

体
育
教
材
に
も

あ
る
よ
う
に
、

走
る
、
跳
ぶ
、

投
げ
る
力
や
持
久
力
、
瞬
発
力
、
敏び

ん
し
ょ
う捷
性

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
運
動
能
力
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
鍛
え
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ほ
か

の
様
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
な
る
能

力
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

指
導
は
、
日
本
体
育
協
会
の
指
導
者
資

格
を
持
っ
た
指
導
者
が
行
い
、
一
人
ひ
と

り
に
あ
っ
た
技
術
指
導
を
丁て

い
ね
い寧
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ト
ロ
ン
ズ
に
は
、
小

学
生
の
活
動
と
、
中
学
生
の
活
動
が
あ
り
、

小
・
中
継
続
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

練
習
は
い
つ
も
保
護
者
に
公
開
で
、
お

子
さ
ん
の
練
習
は
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
健
康
に
つ
い
て

の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

スポーツしようよ！

練
習
日　

小
学
生
／
土
曜
・
日
曜
日
午
前

８
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
高
学
年
希
望

者
の
み
水
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
30

分
）、
中
学
生
男
子
／
木
曜
日
午
後
７

時
〜
９
時
、
中
学
生
女
子
／
日
曜
日
午

後
７
時
〜
９
時

場　

所　

小
学
生
／
泉
野
小
学
校
体
育
館
、

中
学
生
／
毛
呂
山
中
学
校
体
育
館

会　

費　

団
費
３
０
０
０
円
（
登
録
費
を

含
む
）、
後
援
会
費
１
万
８
０
０
０
円

（
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
団
か
ら
貸
し
出
し

ま
す
）

問
合
せ　

毛
呂
山
シ
ト
ロ
ン
ズ
ｔ
２
９
５

―
１
７
４
６
宮
越

苦林村石橋供養塔の碑文
右側面の石橋供養塔（左）と正面の馬頭観世音（右）

　

苦
林
浄
水
場
の
前
の
道
を
堤
防
沿
い
に

東
へ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
て
い
く

と
１
基
の
石
碑
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。「
苦

林
村
石
橋
供
養
塔
」
で
す
。

　
「
石
橋
供
養
塔
」
と
は
、
橋
の
新
設
や

修
復
に
際
し
て
、
橋
が
末
永
く
破
損
し
な

い
こ
と
、
そ
し
て
交
通
の
安
全
や
川
の

安あ
ん
ね
い寧
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
る
石
碑
で
す
。

高
さ
は
80
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
、
四

角
い
柱
や
将
棋
の
駒
の
よ
う
な
形
を
し
た

も
の
が
多
く
、碑ひ

面め
ん

に
は
「
石
橋
供
養
塔
」

の
文
字
と
と
も
に
造
立
者
名
や
建
て
た
年

号
な
ど
が
記
し
て
あ
り
ま
す
。

　

苦
林
村
の
石
橋
供
養
塔
に
は
、
草
書
体

で
正
面
に
「
馬
頭
観か

ん
ぜ
お
ん

世
音
」、
右
側
面
に

「
石
橋
供
養
塔
」、
左
側
面
に
「
安
政
三
年

歳さ
い
ざ
い在
丙へ

い
し
ん辰
夏
四
月　

武ぶ
し
ゅ
う刕
入
間
郡
苦
林
村

講
中
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
碑
が
石

橋
供
養
で
あ
る
と
と
も
に
交
通
安
全
を
祈

願
す
る
馬
頭
観
音
で
も
あ
る
こ
と
、
幕
末

の
安
政
三
年(

１
８
５
６)

に
苦
林
村
の

人
び
と
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
現
在
は
江
戸
時
代
の
石
橋

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
碑
は
、
か

つ
て
苦
林
村
と
鳩
山
の
今
宿
村
を
繋つ

な

ぐ
石

橋
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
地
域

の
歴
史
資
料
と
い
え
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
苦
林
村
の
ほ
か
に
４
基
の

石
橋
供
養
塔
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
な
か

に
は
葛
貫
地
内
の
宮
脇
橋
脇
の
石
橋
供
養

塔
の
よ
う
に
、
今
日
も
橋
の
傍か

た
わ

ら
に
残
っ

て
い
る
碑
も
あ
り
ま
す
。

　

川
は
、
清
ら
か
な
水
や
豊
か
な
土
壌
、

川
魚
な
ど
の
恵
み
を
人
び
と
に
与
え
る
反

面
、
洪
水
な
ど
の
水
害
を
も
た
ら
す
危
険

な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
河
川
土
木
技
術

が
発
達
し
た
現
代
で
は
大
き
な
水
害
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
川
の
安
全
を
願
う

人
び
と
の
気
持
ち
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。

文化財シリーズ 230

苦
にがばやしむら

林村石
いしばしく よ う と う

橋供養塔
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毛
呂
山
町
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
８
年
に
毛
呂
山
町
の
教
育
的

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
機

関
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
年

間
お
よ
そ
１
3
０
件
の
教
育
問
題

な
ど
に
関
す
る
電
話
相
談
や
来
所

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た

教
職
員
を
対
象
と
し
て
研
修
会
を

年
間
お
よ
そ
20
回
行
い
、
教
職
員

の
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
校
に
適
応
で
き

な
い
児
童
生
徒
の
た
め
の
適
応
指

導
教
室
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
を
平
成

12
年
よ
り
開
設
し
、
児
童
生
徒
が

登
校
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
学
習
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
学
に

お
け
る
相
談
や
諸
検
査
な
ど
も
行

い
、
学
校
教
育
の
援
助
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
次

の
３
つ
の
機
能
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

教
育
を
行
う
う
え
で
、
教
職
員

の
研
修
と
修
養
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
体
系
的
な
研
修
や
、
指

導
者
を
招
い
て
の
研
修
を
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度

よ
り
特
に
「
学
力
向
上
・
授
業
力

向
上
」
に
向
け
て
、
多
く
の
授
業

訪
問
や
事
後
指
導
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
日
々
の
授
業
を
改
善
す
る

こ
と
で
、
毛
呂
山
の
子
ど
も
た
ち

の
よ
り
よ
い
学
び
が
で
き
る
よ
う

実
践
的
な
研
修
会
を
広
い
分
野
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
教
員
が
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
楽
し
く
学
び
、
学
校
で
子
ど
も

た
ち
に
も
こ
の
気
持
ち
を
味
あ
わ

せ
た
い
と
意
欲
に
燃
え
る
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
員
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
相

談
・
来
所
相
談
・
訪
問
相
談
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
登
校
し
ぶ
り
や
不

登
校
、
い
じ
め
、
家
庭
の
し
つ
け
、

友
だ
ち
関
係
の
悩
み
、
学
習
習
慣

な
ど
の
様
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
学
時
期

に
お
け
る
就
学
相
談
や
発
達
検
査

（
知
能
検
査
）
も
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

　

電
話
相
談
時
間
は
月
曜
か
ら
金

曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
（
ｔ

２
９
５
―
２
５
２
５
）。
来
所
の
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

様
ざ
ま
な
理
由
で
学
校
へ
の
登

校
が
難
し
い
児
童
生
徒
の
た
め
の

学
習
の
場
、
学
校
へ
の
橋
渡
し
の

場
と
し
て
適
応
指
導
教
室
「
レ
イ

ン
ボ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

個
別
の
補
習
的
な
学
習
、
調
理

実
習
な
ど
の
体
験
的
な
学
習
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

毛呂山町教育センター職員

日本語への対応に困っている外国から来た
子どもたちへの具体的な接し方について、
いろいろな事例をもとに研修を深めました。

『サイエンスショー』
理科の実験を体験することで、「理
科大好き」な子どもたちを育てます。

『華うどん』
体験的な学習として行った調理
実習の様子です。

『郷土理解研修』
新しく赴任した先生が、町の歴史な
どについて研修を行います。

教
職
員
の
研
修
を
行
う
機

関
と
し
て

様
ざ
ま
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
教
育
相
談
と
し
て

適
応
指
導
教
室
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
の
取
組

毛
呂
山
町
教
育
セ
ン
タ
ー

の
３
つ
の
機
能

毛呂山町教育センター
E-mail    ksentaer@town.moroyama.saitama.jp
ｔ (295)0622　  ｆ(295)8844

毛呂
山町の

教育相談をすすめる

１　

教
職
員
の
研
修

２　

教
育
相
談

　
　
　

・
就
学
相
談

３　

適
応
指
導
教
室
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休日納税相談窓口　５月26日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は納税相談・
納入窓口を開設しています

休日納入窓口　　　５月26日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み
　（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談
場・問　高齢者支援課保険料係
　　　　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

●
加
入
す
る
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

社
会
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
翌

日
か
ら
国
保
へ
の
加
入
と
な
り
ま

す
。
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
て
も

国
保
税
を
加
入
月
の
分
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ

て
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
の
保
険
証
を
お
渡

し
す
る
ま
で
の
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
国
保
へ
の
加
入
手
続
き

は
早
め
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
抜
け
る
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
喪
失
日
（
社
会
保

険
な
ど
に
加
入
し
た
日
か
ら
国
保

は
使
え
ま
せ
ん
）
以
降
に
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た

場
合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
ら

れ
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
を
使

え
る
の
は
、
医
師
や
柔
道
整
復
師

に
、
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
お
よ
び

捻ね
ん

挫ざ

な
ど
と
診
断
ま
た
は
判
断
さ

れ
、
施
術
を
受
け
た
と
き
や
、
骨
・

筋
肉
・
関
節
の
ケ
ガ
や
痛
み
で
、

そ
の
負
傷
原
因
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て

い
る
と
き
と
な
り
ま
す
。
単
な
る

肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
、
労
災
適
用

と
な
る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　

医
療
費
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
付

い
た
だ
い
た
保
険
税
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
の
適
正
化

の
た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

就
職
や
退
職
な
ど
で
、
年
金
の

種
別
・
加
入
制
度
が
変
わ
る
と
き

に
は
、
そ
の
都
度
、
届
出
が
必
要

で
す
。
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来

の
年
金
受
給
額
が
減
っ
た
り
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

※｢

退
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類｣

と
は
、
退
職
証
明
書
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
、
健
康
保
険･

厚
生
年
金
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど

で
す
。
手
続
き
は
、
い
ず
れ
か
の

知
ら

お

せ

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出

は
14
日
以
内
に

柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受

け
ら
れ
る
人
へ

春
は
異
動
の
季
節
で
す
。
国
民
年

金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
!

■以下のような場合には町の国民年金の窓口に届け出てください

届出が必要なとき 届出が必要な人 必要な書類

 会社を退職したとき
退職した本人 ※退職日が確認できる

書類、年金手帳、印鑑扶養されていた妻（夫）
扶養されていた妻（夫）
が配偶者の扶養からは
ずれたとき
（収入増、離婚など）

扶養からはずされた妻
（夫）

健康保険 ･厚生年金資
格喪失証明書、年金手
帳、印鑑

会社に就職したとき
（厚生年金や共済年金
に加入したとき）

就職した本人 会社から発行された保
険証、年金手帳、印鑑

■図書館 ｔ (295)1015
■中央公民館 ｔ (294)1250
■東公民館 ｔ (295)2277
■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282
 ｆ (295)8297
■総合公園体育館 ｔ (294)7179
■ウイズもろやま、社会福祉協議会
 ｔ (295)3111
 ｆ (295)7258
■保健センター ｔ (294)5511

日 ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所
定 ･････ 定　員　　　対 ･････ 対象者
料 ･････ 料金・費用
申 ･････ 申込み　　　問 ･････ 問合せ先
ｔ ･････ 電話番号　　ｆ ･････ ファクス番号
ｅ ･････ 電子メールアドレス
ｈ ･････ ホームページアドレス

公共施設電話案内

INFORMATION

インフォメーション
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一
定
の
障
害
を
残
す
と
認
め
ら

れ
る
人
（
対
象
疾
患
あ
り
）

支
給
内
容　

医
療
の
現
物
給
付
に

限
ら
れ
、
入
院
時
食
事
療
養
費

な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
給
付
対
象
に
制
限
あ
り

自
己
負
担　

自
己
負
担
額
は
所
得

に
応
じ
て
設
定
さ
れ
、
医
療
機

関
や
薬
局
な
ど
で
か
か
っ
た
医

療
費
の
１
割
を
上
限
月
額
ま
で

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
・
問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉

係
ｔ
内
線
１
１
６
・
１
１
７

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
障

害
者
自
立
支
援
法
が
平
成
25
年
４

月
か
ら
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
の
法
律
」（
障
害
者
総

合
支
援
法
）
に
改
正
さ
れ
、
障

害
者
の
範
囲
に
難
病
な
ど
の
人

（
１
３
０
疾
病
）
が
加
わ
り
ま
し

た
。
対
象
と
な
る
人
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
受
給
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

申　

医
師
の
診
断
書
ま
た
は
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
な
ど
を
持

参
の
う
え
、
役
場
福
祉
課
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

書
類
で
で
き
ま
す
が
、
交
付
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
は
、

障
害
の
あ
る
人
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
指
導
・
助
言
を
行
う
と
と

も
に
障
害
者
の
地
域
活
動
の
推
進
、

関
係
機
関
の
業
務
に
対
す
る
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。

任
期　

平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平

成
26
年
３
月
31
日

身
体
障
害
者
相
談
員　

鈴
木
美
和

さ
ん
ｔ
２
９
４
―
７
３
８
１
・

串
田
博
さ
ん
ｔ
２
９
４
―
１
０

　

５
３

知
的
障
害
者
相
談
員　

櫻
井
薫
さ

ん
ｔ
２
９
４
―
０
４
２
９

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
６
・
１
１
７

　　

４
月
１
日
以
降
、
育
成
医
療
の

手
続
き
は
役
場
福
祉
課
で
申
請
受

付
・
支
給
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　

18
歳
未
満
の
児
童
で
身
体
に

障
害
が
あ
る
か
、
疾
患
に
対
す

る
治
療
を
行
わ
な
い
と
将
来
に

内
容
な
ど
は
、
役
場
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
６
・
１
１
７

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
緑

の
募
金
」
は
、
身
近
な
地
域
や
国

内
外
の
様
ざ
ま
な
「
森
づ
く
り
・

人
づ
く
り
」
活
動
の
活
性
化
に
活

か
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

「
緑
の
募
金
」
へ
の
参
加
が
得
ら

れ
、
町
民
全
体
で
森
林
を
守
り
育

て
る
運
動
と
し
て
発
展
で
き
ま
す

よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
町
の
募
金
活

動
は
各
自
治
会
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
実
施
し
ま
す
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

　

内
線
１
７
２

　

経
営
所
得
安
定
対
策
（
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
）
は
、
販
売

価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、
そ

の
差
額
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
農

業
経
営
の
安
定
と
国
内
生
産
力
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
食
料
自

給
率
の
向
上
と
農
業
の
多
面
的
機

能
の
維
持
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
交
付
金
の
交
付
を
希
望
す
る

農
業
者
は
、
申
請
書
を
担
当
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
作
物　

米
、
大
豆
、
麦
、
そ

ば
、
な
た
ね
な
ど

対
象
者　

対
象
作
物
の
生
産
数
量

目
標
に
従
っ
て
販
売
目
的
で
生

産
（
耕
作
）
す
る
販
売
農
家

申
請
期
限　

７
月
１
日
月
ま
で

問　

毛
呂
山
町
農
業
再
生
協
議
会

（
役
場
産
業
振
興
課
内
）
ｔ
内

線
１
７
２

　

よ
り
身
近
で
分
か
り
や
す
い
年

金
を
め
ざ
し
て
、
年
金
の
加
入
状

況
な
ど
を
日
本
年
金
機
構
か
ら
次

の
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

対　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
被

保
険
者

送
付
時
期　

誕
生
月
（
１
日
生
ま

れ
の
人
は
前
月
）

お
知
ら
せ
内
容　

①
年
金
加
入
記

録
②
保
険
料
の
納
付
額
③
年
金

加
入
履
歴

※
35･

45･

58
歳
の
人
に
は
厚
生

年
金
や
国
民
年
金
な
ど
の
納
付
状

況
や
、
将
来
の
年
金
見
込
額
な
ど

も
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問　

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
ｔ
０
５
７
０
―
０
５
８
―

５
５
５

『
緑
の
募
金（
家
庭
募
金
）運
動
』

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
に

係
る
交
付
手
続
き
に
つ
い
て

｢

ね
ん
き
ん
定
期
便｣

の

送
付
に
つ
い
て

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談

員
を
紹
介
し
ま
す

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医

療
）
の
申
請
に
つ
い
て

難
病
な
ど
の
人
が
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
対
象
と
な
り
ま
し
た

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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坂
戸
市
・
鶴
ヶ
島
市
・
毛
呂
山

町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
在
住(

在

学)

の
小
学
生
以
上
の
人
な
ら
誰

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

作
品
の
テ
ー
マ　
『
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す
る

も
の
』、『
住
宅
を
対
象
と
し
た

侵
入
犯
罪
防
止
』、『
誘ゆ

う
か
い拐

等
子

ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止
』、『
振

り
込
め
詐さ

ぎ欺
被
害
防
止
』、『
少

年
の
非
行
防
止
（
薬
物
乱
用
を

除
く
）』、『
ひ
っ
た
く
り
被
害

防
止
』、『
痴ち

か

ん漢
等
に
よ
る
性
犯

罪
被
害
防
止
』、『
適
正
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
犯
罪

被
害
防
止
』

作
品
の
規
格　

用
紙
サ
イ
ズ
は
４

ツ
切
か
ら
８
ツ
切
の
範
囲
内
。

原
則
と
し
て
、ス
ロ
ー
ガ
ン（
標

語
）は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

注
意
点　

作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
（
一
人
１
点
）。

応
募
締
切　

６
月
10
日
月
必
着

応
募
・
問　

応
募
者
の
住
所
、
氏

名
、
職
業
（
学
校
名
・
学
年
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
作
品
の
ね

ら
い
を
裏
面
に
明
記
の
う
え
、

〒
３
５
０
―
０
２
１
５
坂
戸
市

関
間
２
―
４
―
17
西
入
間
警
察

署
内（
西
入
間
地
区
防
犯
協
会
）

ｔ
２
８
１
―
８
４
８
４
へ
郵
送

ま
た
は
持
参

勤
務
内
容　

学
童
保
育
に
関
す
る

こ
と

勤
務
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
は
シ
フ
ト
に
よ
り
２
〜
３

時
間
、
土
曜
日
は
３
〜
５
時
間

勤
務
場
所　

岩
井
学
童
保
育
所

　
（
岩
井
西
４
ー
５
ー
６
）・
川
角

　

学
童
保
育
所
（
川
角
３
０
９
）

　

・
泉
野
学
童
保
育
所
（
岩
井
７

　

２
９
ー
２
）

募
集
人
員　

若
干
名

賃
金　

高
校
生
８
０
０
円
、
大
学

生
８
５
０
円

申
・
問　

５
月
17
日
金
ま
で
に
川

　

角
学
童
保
育
所
ｔ
２
９
５
―
５

　

０
８
４
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
・
休
日
に
、
精
神
疾
患
を

有
す
る
人
や
、
そ
の
家
族
な
ど
か

ら
緊
急
的
な
精
神
科
医
療
相
談
を

電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相

談
内
容
か
ら
、
適
切
な
助
言
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
を

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
対
象
は
県

内
在
住
の
人
で
す
。　

精
神
科
救
急
電
話　

ｔ
０
４
８
―

　

７
２
３
―
８
６
９
９
（
ハ
ロ
ー

キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
）

受
付
時
間　

平
日
（
月
〜
金
）
午

後
５
時
〜
翌
日
午
前
８
時
30

分
、
休
日
（
土
日
祝
）
午
前
８

時
30
分
〜
翌
日
午
前
８
時
30
分

問　

埼
玉
県
立
精
神
科
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
ｔ
０
４
８
―
７
２
３

―
１
１
１
１

日　

５
月
17
日
金
・
24
日
金
・
６

月
７
日
金
（
全
３
回
）
午
前
10

時
〜
正
午

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

定　

先
着
20
人

対　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

内
容　

絵
本
の
選
び
方
、
子
ど
も

を
本
好
き
に
す
る
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
ほ
か

講
師　

勝
田
延
子
さ
ん
（
元
吉
見

町
立
図
書
館
司
書
）

申
・
問　

５
月
３
日
祝
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
ま
で
申
込
み
（
電
話

可
）

　

桂け
い
ぼ
く木

寺じ

木も
く
ぞ
う造

伝で
ん

釈し

ゃ

か迦
如に

ょ
ら
い来

坐ざ

像ぞ
う

（
県
指
定
文
化
財
）
を
は
じ
め
、

福ふ
く
と
く徳

の
鰐わ

に
ぐ
ち口

（
町
指
定
文
化
財
）

な
ど
、
滝
ノ
入
地
区
に
伝
わ
る
指

定
文
化
財
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

開
催
期
間　

４
月
27
日
土
〜
５
月

26
日
日

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

　

―
８
２
８
２

　

園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日　

５
月
13
日
月
・
６
月
３
日
月

午
前
10
時
〜
11
時

場　

旭
台
保
育
園

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
雨

天
時
は
ホ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
）

対　

未
就
園
児
の
親
子　

問　

旭
台
保
育
園
ｔ
２
９
４
―

０
８
５
７

日　

６
月
９
日
日
午
前
９
時
〜
正
午

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　

先
着
20
人

防
犯
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ま
す

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

埼
玉
県
精
神
科
救
急
情
報

セ
ン
タ
ー

『
桂
木
の
文
化
財
』

春
季
特
別
公
開

INFORMATION

募
集
し
ま
す

参
加

ご

を

相
談

ご

を

『
旭
台
保
育
園
』
園
庭
開
放

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ
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問　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
地

球
観
測
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
８
―

１
２
０
０

日　

６
月
13
日
木
午
前
９
時
か
ら

（
雨
天
決
行
）

場　

役
場
正
面
玄
関
前

配
布
数　

１
人
４
本
程
度(

先
着

順
）

※
苗
が
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
し

ま
す
。

主
催　

毛
呂
山
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
・
毛
呂
山
菊
花
会

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ｔ

　

内
線
５
２
２

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

料　

２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
・
問　

５
月
１
日
水
か
ら
31
日

金
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

―
０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

日　

５
月
11
日
土
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

場　

地
球
観
測
セ
ン
タ
ー
（
鳩
山

町
大
橋
１
４
０
１
）

※
当
日
は
、
東
武
東
上
線
高
坂
駅

西
口
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

内
容　

施
設
設
備
の
公
開
、
宇
宙

か
ら
見
た
地
球
の
画
像
公
開
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
に
よ
る
講
演

会
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

料　

無
料

日　

５
月
15
日
水
午
前
９
時
〜
正

午
（
雨
天
決
行
）

場　

役
場
正
面
玄
関
前

配
布
数　

１
世
帯
も
し
く
は
１
事

　

業
所
に
つ
き
４
株
（
先
着
１
０

　

０
組
）

※
苗
が
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
し

ま
す
。

問　

役
場
生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ

内
線
２
１
１
・
２
１
２

　

坂
戸
都
市
計
画
事
業
（
仮
称
）

入に
っ
さ
い西

東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に

係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
説

明
会
お
よ
び
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

【
説
明
会
】

日　

５
月
13
日
月
午
後
７
時
か
ら

場　

中
央
公
民
館
会
議
室
１

【
縦　

覧
】

日　

５
月
７
日
火
〜
６
月
７
日
金

の
業
務
時
間
内
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

場　

埼
玉
県
環
境
政
策
課
、
東
松

山
環
境
管
理
事
務
所
、
毛
呂
山

町
・
東
松
山
市
・
鶴
ヶ
島
市
・

鳩
山
町
の
各
生
活
環
境
課
、
坂

戸
市
産
業
基
盤
づ
く
り
推
進
室

意
見
書
の
提
出　

各
縦
覧
場
所
に

　

備
え
付
け
て
あ
る
意
見
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月

　

21
日
金
（
必
着
）
ま
で
に
直
接

　

ま
た
は
郵
送
で
、
坂
戸
市
産
業

　

基
盤
づ
く
り
推
進
室
（
〒
３
５

　

０
―
０
２
９
２
坂
戸
市
千
代
田

１
―
１
―
１)

へ
提
出
。

問　

埼
玉
県
環
境
政
策
課
ｔ
０
４

　

８
―
８
３
０
―
３
０
４
１
、
坂

戸
市
産
業
基
盤
づ
く
り
推
進
室

ｔ
２
８
３
―
１
３
３
１
内
線

５
５
３

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の

説
明
会
な
ど
の
お
知
ら
せ

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
配
布

し
ま
す

『
地
球
観
測
セ
ン
タ
ー
』

施
設
一
般
公
開

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

期　間　５月２５日（土）～
　　　　６月 ９日（日）
時　間　午前９時～午後４時
場　所　もろびとの館脇
入園料　３００円
駐車場　無料
内　容　地元特
　産物、バラ苗
　木 (400 本 )
　などの販売。
※ペットの来場はできません（盲
導犬可）。

　ボランティアによって作られ
た、『滝ノ入ローズガーデン』。今
年も皆さんのお越しをお待ちして
います。

滝ノ入バラ祭り
問　毛呂山町観光協会（役場産業
振興課内）ｔ（295）2112 内
線 175

５月・６月は不正大麻・けし
撲滅運動の実施期間です
　「けし」には、多くの種類があり、
植えてもよい「けし」と植えては
いけない「けし」があります。
　「大麻」、植えてはいけない「けし」
を発見したら、坂戸保健所ｔ（283）
7815 へご連絡ください。

《植えてはいけない「けし」の特徴》
・全体に白っぽく茎はほとんど無毛
・葉の切れ込みは浅く、茎を抱くように
ついている

・全体に丈が高く、1～ 1.5 メートルに
なる

・色鮮やかで美しい大きな花を咲かせる

《大麻（アサ）の特徴》
・茎は太く真直ぐに立ち、浅い縦すじが
通っている

・丈が 1～３メートル位になる
・夏、葉のつけ根の雌

め

花
ばな

を摘むと、ねば
ねばする

菊
の
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す
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日
本
一
長
い
バ
ラ
の
ト
ン
ネ
ル

（
約
３
３
０
メ
ー
ト
ル
）
に
咲
き

誇
る
、
い
ろ
い
ろ
な
バ
ラ
の
花
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

５
月
25
日
土
、
26
日
日
午
前

10
時
〜
午
後
２
時 

場　

平
成
の
森
公
園
バ
ラ
の
小こ

径み
ち

内
広
場
お
よ
び
周
辺

内
容　

バ
ラ
の
苗
の
即
売
、
模
擬

店
多
数
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

主
催　

バ
ラ
の
小
径
会

問　

川
島
町
ま
ち
整
備
課
都
市

計
画
グ
ル
ー
プ
ｔ
２
９
９
―

１
７
６
３

　
「
坂
戸
の
お
釈し

ゃ

迦か

さ
ま
」
で
知

ら
れ
る
関
東
有
数
の
花
ま
つ
り
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
永

源
寺
境
内
本
堂
前
で
奉
納
太
鼓
が

演
じ
ら
れ
る
ほ
か
、
境
内
お
よ
び

周
辺
部
の
歩
行
者
天
国
に
は
多
く

の
露
店
が
並
び
、
た
く
さ
ん
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

日　

５
月
５
日
祝
午
前
10
時
〜
午

後
８
時
30
分

場　

永
源
寺
境
内
お
よ
び
周
辺

（
坂
戸
駅
北
口
交
差
点
か
ら
新

県
道
川
越
坂
戸
毛
呂
山
線
交
差

点
ま
で
）

問　

前
日
ま
で
は
永
源
寺
ｔ
２
８

　

１
―
０
０
６
１
、
当
日
は
、
釈

　

尊
降
誕
祭
実
行
委
員
会
ｔ
２
８

　

１
―
６
９
９
８

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
で
「
心

を
う
た
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

歌
を
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
発
表
会

と
し
て
行
い
ま
す
。

日
／
５
月
19
日
日
午
後
１
時　

場

／
ウ
イ
ズ
も
ろ
や
ま　

入
場
料
／

無
料　

後
援
／
社
会
福
祉
協
議
会

協
賛
／
絵
川
流
社
中　

問
／
ｔ
２

９
４
ー
０
９
７
０
中
山

　

〜
越
辺
川
の
小
鳥
た
ち
〜

日
／
５
月
12
日
日
午
前
９
時
（
雨

天
中
止
）　

場
／
越
生
町
越
辺
川

付
近　

集
合
／
越
生
駅
前　

料
／

３
０
０
円　

持
ち
物
／
弁
当
、
飲

み
物
、
筆
記
用
具
、
あ
れ
ば
双
眼

鏡
な
ど　

問
／
埼
玉
県
生
態
系
保

護
協
会
越
生
支
部
ｔ
２
９
４
―

２
５
２
５
宮
澤

　

少
数
の
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、光
、

影
、
色
を
求
め
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

日
／
５
月
25
日
土
〜
26
日
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時　

場
／
中
央
公

民
館
展
示
室　

料
／
無
料　

問
／

ｔ
２
９
２
ー
４
４
２
０
柿
沼

　

い
ろ
い
ろ
な
国
の
踊
り
を
楽
し

く
踊
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
す
て
き
な
こ
と
で

す
。ぜ
ひ
見
学
に
き
て
く
だ
さ
い
。

日
／
毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
〜
11

時　

場
／
中
央
公
民
館　

会
費
／

月
額
５
０
０
円
（
入
会
金
な
し
）

問
／
ｔ
２
９
２
―
７
３
９
７
関

　
日
／
５
月
26
日
日
午
前
８
時
30
分

集
合
・
午
前
９
時
開
会
式
（
予
備

日
６
月
２
日
日
）　

場
／
川
角
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対
／
毛
呂
山

町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
在
住
、
在

勤
の
社
会
人
、
学
生
（
中
・
高

校
生
は
除
く
）　

種
目
／
一
般
男

子
、
一
般
女
子
、
壮
年
男
子
（
45

歳
以
上
）、
壮
年
女
子
（
45
歳
以

上
）
※
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て

は
一
般
男
子
、
一
般
女
子
の
み
と

し
ま
す
。　

参
加
費
／
１
チ
ー
ム

１
０
０
０
円　

申
・
問
／
５
月

15
日
水
ま
で
に
ｔ
ｆ
２
９
４
―

７
９
３
１
毛
呂
山
町
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟
会
長
岩
崎
ま
で
申
込
み

　

パ
ソ
コ
ン
で
は
年
賀
状
や
名
簿

の
作
成
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

で
き
ま
す
。
優
し
い
先
生
が
初
心

者
に
も
丁て

い
ね
い寧

に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日
／
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午
後

１
時
〜
３
時
30
分　

場
／
東
公
民

館　

会
費
／
２
０
０
０
円
（
入

会
金
５
０
０
円
）　

講
師
／
佐
藤

涼
子
さ
ん　

問
／
ｔ
２
９
４
ー

５
５
６
１
松
崎

　

通
信
カ
ラ
オ
ケ
が
で
き
る
日
は

年
間
10
日
、
あ
な
た
の
好
き
な
唄

が
す
ぐ
に
歌
え
ま
す
。

日
／
原
則
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
15
分

場
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
山
根
荘

会
費
／
月
額
５
０
０
円
（
入
会
金

１
０
０
０
円
）　

問
／
ｔ
０
８
０

『
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

の
お
知
ら
せ

「
心
を
う
た
う
」
た
ん
ぽ
ぽ

歌
謡
連
合
会

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス『
ク
ロ
ー

バ
ー
』
会
員
募
集

『
パ
ソ
コ
ン
の
会
Ｐ
Ｃ
ハ
ー

モ
ニ
ー
』
会
員
募
集

『
第
15
回
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
』
写
真
展
示
会

『
第
33
回
町
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
』
出
場
者
募
集

唄
と
踊
り
の
楽
し
い
広
場

『
桜
扇
の
会
』
会
員
募
集

INFORMATION

報
情

レレ
イ
ン

ボ
ー

釈し
ゃ
く
そ
ん尊

降こ
う
た
ん誕

祭
（
坂
戸
市
）

バ
ラ
ま
つ
り
（
川
島
町
）

情
報
交
換
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
ご
ろ
あ

ま
り
字
を
書
か
な
い
人
、
興
味
の

あ
る
人
、
な
い
人
、
気
軽
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
／
５
月
₁₇
日
金
、
₂₄
日
金
午
前

９
時
〜
正
午　

場
／
中
央
公
民
館

持
ち
物
／
な
し　

問
／
ｔ
２
９
４

―
３
０
６
８
髙
橋

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ひ
ま
わ
り

は
、
世
界
の
名
曲
に
の
っ
て

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
／
５
月
₁₁
日
土
、
₁₈
日
土
、
₂₅

土
午
後
１
時
〜
３
時　

場
／
中
央

公
民
館　

持
ち
物
／
運
動
の
で
き

る
服
装
、
運
動
靴　

問
／
ｔ
２
９

５
―
５
９
３
０
坂
口

―
５
０
４
６
―
３
１
１
０
板
東

※
簡
単
な
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
も
指

導
し
ま
す
。

日
／
６
月
６
日
木
〜
７
月
₂₅
日
木

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
₃₀
分
〜
３

時
₃₀
分
（
全
８
回
）　

場
／
リ
ン

ク
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
ｔ
２
９
５
―

６
１
０
０　

料
／
１
０
０
０
円

（
１
回
の
み
）　

受
講
料
／
毎
回

７
３
０
円
（
ボ
ー
ル
代
込
み
）

指
導
者
／
小
久
保
孝
芳
さ
ん　

申

／
不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。　

問
／
ｔ
０
８
０
―
３

４
７
２
―
７
０
７
７
大
場

　

ボ
ー
ル
ペ
ン
習
字
の
き
さ
ら
ぎ

会
で
は
、
体
験
教
室
を
実
施
す
る

　

年
配
者
の
会
員
が
多
く
な
り
ま

し
た
が
、
人
生
経
験
を
踏
ま
え
た

作
品
の
一
年
間
の
集
大
成
を
展
示

し
ま
す
。

日
／
６
月
₁₅
日
土
〜
６
月
₁₆
日
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

場
／

中
央
公
民
館
展
示
室　

問
／
ｔ

２
９
４
―
３
１
３
７
磯
島

　

手
話
サ
ー
ク
ル
は
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
？　

そ
ん
な
疑
問

に
答
え
る
、「
手
話
を
学
び
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
向
け
の
サ
ー
ク

ル
説
明
会
お
よ
び
手
話
体
験
会
を

行
い
ま
す
。

日
／
５
月
₁₅
日
水
午
後
７
時
₃₀
分

〜
９
時
₃₀
分　

場
／
中
央
公
民
館

問
／
ｔ
０
８
０
―
２
０
１
２
―
８

２
６
０
山
口

　

ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
伸
ば
し
た

り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
歩
い
た

り
、
体
を
動
か
し
た
り
す
る
楽
し

い
教
室
で
す
。
初
め
て
の
人
で
も

で
き
る
体
操
で
す
の
で
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

日
／
５
月
₁₉
日
日
、
₂₆
日
日
午
前

₁₁
時
₁₀
分
〜
午
後
０
時
₁₀
分
（
初

回
午
前
₁₁
時
集
合
）　

場
／
東
公

民
館　

定
／
先
着
₂₀
人
（
事
前
申

込
み
必
要
）　

料
／
入
会
金
・
会

費
な
し
（
会
場
費
負
担
あ
り
）　

持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、
上

履
き
（
運
動
靴
）、
飲
み
物
、
タ

オ
ル　

申
・
問
／
ｔ
０
８
０
―

４
３
５
０
―
２
２
７
３
片か

た

い

ぎ

居
木

　

税
制
改
正
で
何
が
変
わ
る
の

か
、
改
正
消
費
税
は
ど
う
な
る
の

か
な
ど
、
知
っ
て
お
き
た
い
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

日
／
５
月
₂₃
日
木
午
後
２
時
〜
４

時
（
１
時
₃₀
分
開
場
）　

場
／
ウ

イ
ズ
も
ろ
や
ま　

料
／
無
料　

講

師
／
東ひ

が
し
の野

登と

よ

じ

代
次
さ
ん
（
元
税
務

署
長
）　

問
／
Ｏ
Ａ
Ｇ
税
理
士
法

人
埼
玉
ｔ
０
４
９
３
―
２
４
―

２
４
８
９
大
澤
・
篠
田

『
毛
呂
山
町
ゴ
ル
フ
連
盟
』

第
10
回
ゴ
ル
フ
教
室

『
き
さ
ら
ぎ
会
』
ボ
ー
ル
ペ

ン
習
字
無
料
体
験
教
室

『
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ひ
ま
わ
り
』

体
験
講
習
参
加
者
募
集

『
写
研
み
や
び
』

第
18
回
写
真
作
品
展

『
毛
呂
山
手
話
サ
ー
ク
ル
』

新
年
度
会
員
募
集

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

税
制
改
正
セ
ミ
ナ
ー

の
び
の
び
体
操
教
室

日赤社資募集に
　　ご協力ください

　毎年、５月は赤十字運動月
間です。日本赤十字社では、
国内外の災害救護活動、救急
法や家庭看護法の普及、献血
事業、医療事業などを、皆さ
んからお寄せいただく活動資
金（社資）によって実施して
います。
　今年度も、皆さんのご理解
とご協力をお願いいたします。

問　日本赤十字社埼玉県支部
毛呂山町分区（役場福祉課地
域福祉係内ｔ内線 111・112）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
に
対
す
る
寄
附
と
し
て

▽
５
０
０
０
円

毛
呂
山
町
テ
ニ
ス
協
会　

 

様

環
境
に
対
す
る
寄
附
と
し
て

▽
５
万
円

い
る
ま
野
農
業
協
同
組
合　

様

埼玉西部環境保全組合からのお知らせ
【クレーン修繕工事は５/11 ～５/26 まで】

　高倉クリーンセンターでは、ごみクレーン修繕工事を
５月１１日 ( 土 ) から５月２６日 ( 日 ) まで予定してい
ます。修繕工事期間中は、ごみをためておく場所が約半
分になってしまうことから、期間中のごみ減量化をお願
いします。また、高倉クリーンセンターへの粗大ごみの持
ち込みは、修繕工事後にするなどご協力をお願いします。
問　埼玉西部環境保全組合
　　高倉クリーンセンターｔ（２７１）１５００

５月は自動車税の納期です。コンビニでも納められます。
忘れずに、５月 31 日（金）までに納めましょう !
※自動車税全般に関すること、住所変更・納付書紛失など
の連絡、納税状況の確認などは、自動車税コールセンター
ｔ 050（3786）1222 にご連絡ください。
　自動車税収入額の一部は、「彩の国みどりの基金」に積み
立て、県内のみどりの保全や創出などに活用しています。
彩の国みどりの基金については、県環境部みどり自然課
ｔ 048（830）3190 へお問い合わせください。
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補
助
金
額

INFORMATION

延床面積 処理人槽 補助金額
130㎡以下 ５人槽 332,000 円
131㎡以上 ７人槽 414,000 円
２世帯住宅 10 人槽 548,000 円

上記の区分に応じた金額に、下記の費用が加
算されます。
　・転換に伴う処分費　上限 60,000 円
　・転換に伴う配管費　上限 100,000 円
※また、重点転換地区に該当する人は、上限
15 万円の更なる加算があります。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
奨
励
金
制
度

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
制
度

『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
』
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
事
業
継
続
の
お
知
ら
せ

　

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
住

宅
用
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

自
然
と
人
間
が
共
生
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

奨
励
対
象　

①
町
内
に
住
所
を
有

し
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
、

　

②
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
、

　

③
申
請
年
度
内
に
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
ま
た
は
発
電
シ
ス
テ

ム
付
住
宅
（
未
使
用
の
も
の
に

限
る
）
の
購
入
が
完
了
で
き
る

　

町
で
は
、
生
活
排
水
を
適
切
に

処
理
し
、
生
活
環
境
の
保
全
と
公

衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に

対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た

は
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
人
が
対

象
で
す
。
な
お
、
建
築
確
認
を

必
要
と
す
る
新
築
、
増
築
、
改

築
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
希
望
者
は
工
事
を
着
手
す
る
前

に
生
活
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
の
普
及
促
進
の
た
め
に
、

『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
保

険
証
や
診
察
券
と
一
緒
に
こ
の

カ
ー
ド
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
利
用
で
き
な
い
薬
も
あ
る
）。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
は
役
場
住
民
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

子
育
て
家
庭
を
応
援
し
ま
す
‼

　

中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
ま
た

は
妊
娠
中
の
人
の
い
る
家
庭
が
、

県
内
の
『
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ

プ
事
業
』
協
賛
店
舗
を
利
用
す
る

際
に
、
優
待
カ
ー
ド
を
提
示
す
る

と
、
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

現
在
、
県
内
外
１
万
６
０
０
０

店
を
超
え
る
協
賛
店
舗
で
利
用
で

き
ま
す
。
多
く
の
子
育
て
家
庭
か

ら
、
事
業
継
続
の
要
望
を
い
た
だ

き
、
平
成
₂₅
年
３
月
以
降
も
パ
パ
・

マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
制
度
を
継
続

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
、　

④
電
力
会
社
と
電
灯
契
約

お
よ
び
余
剰
電
力
の
販
売
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、　

⑤
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
最
大
出
力
値
が
２
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
で
あ
る
こ
と

奨
励
金
額　

５
万
円
（
毛
呂
山
町

共
通
商
品
券
で
交
付
し
ま
す
）

※
奨
励
金
交
付
申
請
な
ど
は
、
毛

呂
山
町
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
奨
励
金
交
付
要
綱
に
よ

り
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ

内
線
２
１
２

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
期

間
が
過
ぎ
た
あ
と
同
じ
有
効
成
分

で
製
造
し
た
薬
の
こ
と
で
す
。
新

薬
に
比
べ
開
発
費
を
抑
え
ら
れ
る

た
め
、
価
格
は
様
ざ
ま
で
す
が
、

新
薬
よ
り
安
価

な
も
の
が
多
い

の
で
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品

を
選
ぶ
こ
と

は
、
医
療
費
へ

の
負
担
軽
減
に

有
効
で
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
を
通

じ
優
待
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま

す
が
、
お
子
さ
ん
が
未
就
園
の
ご

家
庭
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
手
数

で
す
が
役
場
子
ど
も
課
ま
た
は
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支

援
室
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
中
の
人
へ
は
、
母

子
手
帳
交
付
時
な
ど
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

問　

役
場
子
ど
も
課
子
育
て
支
援

　

係
ｔ
内
線
１
３
９

対
象
地
域　

公
共
下
水
道
の
事
業

認
可
区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排

水
事
業
区
域
を
除
く
町
内
全
域
。

重
点
転
換
地
区　

浄
化
槽
の
転
換

を
重
点
的
に
促
進
す
る
た
め
に

町
が
定
め
た
区
域
（
平
成
₂₅
年

度
は
市
街
化
区
域
よ
り
東
側
の

地
区
を
対
象
地
区
と
し
ま
す
）。

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ

内
線
２
１
１
・
２
１
２
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

毛呂本郷 安藤　　工
たくみ

小
こ だ や

田谷 若林　　努

長瀬一 大野　晴夫

長瀬二 初野　則安

長瀬三 森　　　修

前久保 齋藤　則敏

沢田 綿貫　克己

平山 酒井　　隆

大
だ い し

師一 上柳　次夫

大師二 佐藤　健二

滝
た き の い り

ノ入 小峰　幹夫

阿
あ す わ

諏訪 小峰　典男

大
お お や ぎ

谷木 大谷木清
き よ じ

司

葛
つづらぬき

貫 西川　正
ま さ み

己

権現堂 市川　幸夫

宿
しゅくや

谷 宿谷　和弘

川角 清水　隆夫

玉
ぎょくりんじ

林寺 荏
え は ら

原　　茂

苦
にがばやし

林 吉田　勝美

大類 岸　　幸男

西大久保 荻野　克
かつとし

利

市場 小久保哲夫

下川原 栗原　英夫

西
さ い ど

戸 井上　政
ま さ じ

次

箕
み の わ だ

和田 関口　　隆

第一団地１ 生
うぶかた

形　彰
しょうさく

作

第一団地２ 佐藤　榮子

第一団地３ 宮田　　進

第一団地４Ａ 佐々木昌昭

第一団地４Ｂ 岸　　　司

第一団地５ 久保　きく

第二団地１ 中島　洋
よ う こ

子

第二団地２ 三木　利夫

第二団地３ 福島　正
せいじゅん

順

第二団地４ 野口よし子

第二団地５ 井嶋　俊
しゅんじ

治

第二団地６ 大野　文
ふみよし

允

毛呂山台 石井ツユノ

学園台 浅見　順一

第三団地 内
な い き

記多喜男

角
つ の き

木団地 北見勢
せ つ こ

津子

日
にっせい

生団地 矢
や は た

幡　時
ときよし

吉

第四団地 関口　慶
よしあき

昭

第五団地 佐藤　　茂

第六団地 池田　義和

岡本団地 髙橋　丙
へ い ご

午

総
そうにわ

庭団地 高橋　幸
さ ち み

美

東
とうはら

原団地 口
くちいし

石　弘
ひろよし

敬

日
に っ か

化団地 秋山　祐一

第十三団地 影山　信彦

むさしの自治会 秋
あきにわ

庭　利弘

新南台自治会 佐藤　雄
ゆうぞう

藏

ゆずの木台 藤井　　修

旭台団地北 大
おおだいら　

平　文男

第九団地 加藤　義夫

双
ふ た ば

葉団地 植村　　守

旭台（大） 大谷木雅
まさよし

嘉

旭台 山本　一雄

旭台団地南 宮坂　邦弘

第七団地 千田　敏子

西
にしはら

原団地 渡邊　道夫

平山ニュータウン 山口　弘道

いわい団地 伊賀　悦子

谷
や ば た

端団地 高橋　裕子

シャルマンコーポ毛呂山自治会

 西田　芳
よ し じ

治

ジョイム毛呂山 北川　弘
ひろのぶ

宣

目白台自治会 福
ふ く ち

地　和子

　町民の皆さんと町とのパイプ役として働いていただく区長さんをお知らせします。皆さんが生活している地
域のことなどで、困っていることや気がついたこと、町に対する要望などがありましたら、区長さんまでご相
談ください（敬称略）。

問　役場総務課自治振興係　ｔ（２９５）２１１２　内線３１３

問　

役
場
総
務
課
職
員
係　

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２　

内
線
３
１
６

教
育
次
長
・
参
事（
順
不
同
。敬
称
略
）

▽
教
育
次
長
兼
教
育
総
務
課
長　

武た

け

の

や

野
谷
博
之
（
参
事
兼
企
画
財
政
課

長
兼
情
報
推
進
室
長
）　

▽
参
事
兼

企
画
財
政
課
長
兼
情
報
推
進
室
長　

粟あ

お

う

だ

生
田
義
行
（
西
入
間
広
域
消
防
組

合
次
長
）

課
長
級

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

小
室

唯
男
（
会
計
課
副
課
長
）　

▽
住
民

課
長　

小
室
晴
久
（
総
務
課
副
課

長
）　

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
総

合
公
園
所
長　

岡
田
忠
彦
（
税
務
課

副
課
長
）　

▽
西
入
間
広
域
消
防
組

合
総
務
課
長　

秋
葉
幹も

と
ゆ
き史

（
企
画
財

政
課
副
課
長
企
業
誘
致
担
当
）　

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

▽
新
井
進
（
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼

会
計
課
長
）　
▽
八
木
原
睦む

つ
み

（
参
事

兼
教
育
総
務
課
長
）　

▽
粟あ

お

う

だ

生
田
良

子
（
住
民
課
長
）　

▽
髙
沢
佳よ

し
ひ
ろ弘

（
学

校
教
育
課
長
・
埼
玉
県
教
育
委
員
会

へ
帰
任
）　

▽
錦に

し
き
ど戸

陽
介
（
ま
ち
づ

く
り
整
備
課
専
門
員
・
埼
玉
県
へ

帰
任
）　

▽
中
島
正
男
（
ま
ち
づ
く

り
整
備
課
副
課
長
）　

▽
木
内
由
紀

子
（
保
育
所
副
所
長
兼
若
草
保
育
園

　

平
成
₂₅
年
４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
課
長
級

（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）
の
異
動
と
、
退
職
者
お
よ
び
新
規
採
用
職
員
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平成２５年度の区長さんを紹介します

長
）　

▽
小こ

ざ
か
い堺

広
司
（
学
校
教
育
課

指
導
主
事
・
埼
玉
県
教
育
委
員
会
へ

帰
任
）　

▽
小
室
辰
男
（
水
道
課
工

務
係
長
）　

▽
安
藤
了さ

と
る

（
水
道
課
主

任
）　

▽
小
宮
久
江
（
住
民
課
主
任
）

▽
岡
野
紀
惠
子
（
高
齢
者
支
援
課
主

任
）　

▽
神
馬
塲
秀ひ

で

（
若
草
保
育
園

調
理
員
）　

▽
坂
本
明あ

け
よ
し良

（
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）　

▽
関
根
大

介（
税
務
課
主
任
・
鶴
ヶ
島
市
へ
帰
任
）

新
規
採
用
者

▽
学
校
教
育
課
長　

小こ

さ

か

い

坂
井
啓
二（
埼

玉
県
教
育
委
員
会
よ
り
）　

▽
ま
ち
づ

く
り
整
備
課
専
門
員　

佐
川
冬
樹（
埼

玉
県
よ
り
）　

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導

主
事　

峯
岸
博ひ

ろ

み美
（
埼
玉
県
教
育
委

員
会
よ
り
）　

▽
学
校
教
育
課
指
導
主

事　

荒あ
ら
は
た幡

光
宏
（
埼
玉
県
教
育
委
員

会
よ
り
）　

▽
秘
書
広
報
課
主
事
補　

湯
澤
麻
里　

▽
税
務
課
主
事
補　

丸

木
研
一　

▽
福
祉
課
主
事
補　

豊と
よ
ず
み住

文あ

や

か香　

▽
福
祉
課
主
事
補　

梶
山
元

太
郎　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師　

江
守
理
映
子　

▽
生
活
環
境
課
主
事

補　

森
田
貴
之　

▽
ま
ち
づ
く
り
整

備
課
主
事
補　

坂
口
智
博　

▽
税
務

課
主
任　

関
口
彰
（
坂
戸
市
よ
り
）
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※
１　

幅
員
₁．₈
メ
ー
ト
ル
以
上
４

メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
で
、
特
定

行
政
庁
（
毛
呂
山
町
の
場
合
、
埼

玉
県
）
が
指
定
し
た
道
路
を
い
い

ま
す
。
原
則
と
し
て
、
中
心
線
か

ら
水
平
距
離
２
メ
ー
ト
ル
の
線
を

そ
の
道
路
の
境
界
線
と
み
な
し
ま

す
。

※
２　

補
助
制
度
の
ご
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
開

発
建
築
係
ｔ
内
線
１
４
４
・
１

４
５

す
る
報
償
金
（
１
か
所
に
つ
き

５
万
円
）

③
測
量
お
よ
び
分
筆
登
記
に
係
る

費
用
に
関
す
る
補
助
金
（
上
限

額
₂₀
万
円
）

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り　
〜
毛
呂
山
町
後
退
道
路
用
地
等
整
備
要
綱
の
概
要
〜

■
次
の
道
路
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

①
建
築
基
準
法
第
₄₂
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
幅
員
４
メ
ー
ト
ル

未
満
の
町
道
※
１

②
そ
の
ほ
か
町
長
が
必
要
と
認
め

る
道
路

③
①
お
よ
び
②
に
係
る
道
路
の
す

み
切
り
の
用
地

■
次
の
区
域
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
く
土

地
区
画
整
理
事
業
の
認
可
を
受

け
た
区
域

②
毛
呂
山
町
開
発
指
導
要
綱
お
よ

び
毛
呂
山
町
開
発
行
為
等
協
議

要
綱
に
基
づ
く
事
前
協
議
を
し

た
区
域

■
町
か
ら
報
償
金
お
よ
び
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
※
２

①
後
退
用
地
の
無
償
譲
渡
に
対
す

る
報
償
金

　

面
積
に
応
じ
た
額
を
交
付
し
ま

す
。（
上
限
額
₁₂
万
円
）

②
す
み
切
用
地
の
無
償
譲
渡
に
対

介
護
保
険
住
宅
改
修
費
の
受
領
委
任
払
い
を
開
始
し
ま
し
た

５
月
は
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
で
す

　

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
は
、

利
用
者
本
人
が
事
業
者
へ
全
額

（
₁₀
割
）
を
支
払
い
、
そ
の
後
、

介
護
給
付
分
（
９
割
）
の
支
給
を

受
け
る
方
法
（
償
還
払
い
）
を
原

則
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
利
用
者
の
一
時
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
こ
の

「
償
還
払
い
」
の
ほ
か
に
、「
受
領

委
任
払
い
」
で
の
申
請
を
平
成
₂₅

年
４
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し

　

自
転
車
は
、
ル
ー
ル
を
遵
守
し

安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外 

②
車
道
は
左
側
を
通
行 

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行 

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

○
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並

進
の
禁
止

○
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

○
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一

時
停
止
・
安
全
確
認 

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問　

埼
玉
県
防
犯
・
交
通
課
ｔ
０

　

４
８
―
８
３
０
―
２
９
５
８

　

火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
緊
急
活
動
が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
４
メ
ー
ト
ル
の
道

路
幅
員
を
確
保
す
る
た
め
、
建
築
主
な
ど
に
対
し
て
道
路
用
地
の
無
償
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
無
償
提
供
に
対
し
て
は
報
償
金
を
、
分
筆
登
記
に
係
る
費
用
に
関
し
て
は
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

『
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
』
を
新
設

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
お
よ
び
体
育
施

設
の
管
理
を
担
当
す
る
課
と
し

て
総
合
公
園
体
育
館
内
に
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
を
新
設
し
ま
し
た
。

問　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
課
ｔ
２
９
４
―
７
１
０
１

INFORMATION

た
。

※
受
領
委
任
払
い
制
度
と
は
、
利

用
者
本
人
が
事
業
者
へ
１
割
分
を

支
払
い
、
残
り
の
９
割
分
を
町
か

ら
事
業
者
へ
支
払
う
制
度
で
す
。

※
介
護
保
険
で
の
住
宅
改
修
を
行

う
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
介
護
保

険
係
ｔ
内
線
１
２
３

水道週間

６月１日 (土 ) ～７日 ( 金 )

復興の

　未来と生命（いのち）

　　　　照らす水

問　役場水道課業務係
　　ｔ内線１６１
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

実施内容

月　日 場　所 申込み期間

 5 月 31 日（金） 保健センター
5 月 9 日（木）～
　5 月 22 日（水）

 6 月　3 日（月） 保健センター

 7 月 31 日（水） ウイズもろやま 7 月 8 日（月）～
　7 月 23 日（火）

10 月 23 日（水） 中央公民館 9 月 9 日（月）～
　10 月 11 日（金）

11 月 14 日（木） 保健センター 10 月 7 日（月）～  
　11 月 5 日（火）

時　間　午前８時４５分～９時
対象者　満４０歳以上の人（今年度４０歳になる人

を含む）で以下①～⑤の項目のいずれにも当ては
まらない人
①過去に C 型肝炎ウイルス検査を受けたことが

ある人
② C 型肝炎の治療を受けたことがある人、また

は受けている人
③ B 型肝炎の治療を受けている人
④大きな手術（開胸手術、開腹手術など）などを

受けたことがあり、定期的に肝機能検査を受け
ている人

⑤（女性のみ）妊娠・分娩時に多量に出血したこ
とがあり、定期的に肝機能検査を受けている人

内　容　血液検査
検診料　無料

　毛呂山町における平成 24 年の肝炎治療受給者証交付件数は 91 件であり、人口千人あたりで比較すると埼玉
県の 1.04 人に対し、毛呂山町は 2.33 人でありとても高い状況です。肝炎ウイルスは感染時期が明確ではない
ことや自覚症状がないことが多いため、適切な時期に治療を受ける機会がなく、本人が気づかないうちに肝硬
変や肝がんへ移行する病気です。毛呂山町でも、自覚症状がない感染者が多く存在することが予測されるため、
肝炎ウイルス検査を１回も受けたことがない人については、検査を受けることをお勧めします。

問　保健センター　ｔ（２９４）５５１１　

肝炎ウイルス検診（40 歳以上で未受診者のみ）のお知らせ

場　所　次のなかから１箇所を選択
埼玉医科大学病院健康管理センター、毛呂病
院、長瀬クリニック、根岸内科医院、初野医院、
ゆずの木台クリニック、市川医院、越生メディ
カルクリニック、かあいファミリークリニック

※健診実施医療機関は、変更になる場合があります。
その場合は、広報もろやまにてご案内する予定です。
手　順　①保健センターに申込み、受診券などを受

け取る（受診券は郵送します）
②医療機関を選び健診の予約をして受診する

※昭和 13 年４月１日～昭和 14 年３月 31 日生まれ
以外の人で、平成 25 年４月１日以降に後期高齢
者医療制度に加入した人は、保健センターにご相
談ください。

■４０歳以上（今年度４０歳になる人を含む）の生活保
護受給中の人の健康診査
　保健センターなどで集団健診（６～１２月）を実施し
ますので、ご希望のある人は保健センターまでご連絡く
ださい。健診内容は、後期高齢者医療制度加入者の健診
と同様になります。

対象者

内　容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液
検査・医師の診察など

料　金　５００円
定　員　各月２５人

後期高齢者医療制度の加入者
※平成 25 年３月末までに加入している人

昭和 13 年 10 月１日から
昭和 14 年３月 31 日生まれの

国民健康保険加入者

実施月 受　付　日
12 月 11/ ７（木）～18（月）

１月 12/ ５（木）～16（月）

２月   １/ ９（木）～20（月）

実施月 受　付　日
６月 ５/ ７（火）～16（木）
７月 ６/ ７（金）～17（月）
８月 ７/ ８（月）～18（木）

昭和 13 年４月１日から
９月 30 日生まれの

国民健康保険加入者

～後期高齢者医療制度の加入者および今年度 75 歳になる国民健康保険加入者などが対象です～

問　保健センター　ｔ（２９４）５５１１　

「健康診査」実施のお知らせ
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接
種
回
数

　

３
回

接
種
間
隔

　

４
週
間
隔
で
２
回
、
さ
ら
に

５
〜
６
か
月
後
に
１
回

自
己
負
担

　

助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

３
１
０
０
円
（
１
回
あ
た
り
）

を
指
定
医
療
機
関
（
表
１
）
の

窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

予
防
接
種

接
種
対
象

　

ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類（
※
１
）

あ
り
ま
す
。
種
類
に
よ
り
接
種

回
数
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

①
１
価
ワ
ク
チ
ン
で
は
生
後
６

週
か
ら
₂₄
週
ま
で

②
５
価
ワ
ク
チ
ン
で
は
生
後
６

週
か
ら
₃₂
週
ま
で

接
種
回
数

①
１
価
ワ
ク
チ
ン
で
は
２
回

②
５
価
ワ
ク
チ
ン
で
は
３
回

接
種
間
隔

①
１
価
ワ
ク
チ
ン
で
は
４
週
以

上
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回

INFORMATION

を
指
定
医
療
機
関
（
表
１
）
の

窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
「
至
る
ま
で
」
と
は
誕
生
日
の

前
日
ま
で
を
い
い
ま
す
（
以
下
同

じ
で
す
）。

●
み
ず
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン

　

予
防
接
種

接
種
対
象

　

生
後
₁₂
か
月
以
上
₂₄
か
月
に

至
る
ま
で
（
１
歳
児
）

接
種
回
数

　

２
回

接
種
間
隔

　

初
回
か
ら
３
か
月
の
間
隔
を

あ
け
て
２
回
目
を
接
種

自
己
負
担

　

助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

４
４
０
０
円
（
１
回
あ
た
り
）

を
指
定
医
療
機
関
（
表
１
）
の

窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

　

予
防
接
種

接
種
対
象

　

生
後
２
か
月
以
上
₁₂
か
月
に

至
る
ま
で

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

定
期
（
公
費
）
の
予
防
接
種
で

は
な
い
た
め
、
法
定
外
（
自
費
）

で
接
種
し
て
い
た
も
の
を
、
平
成

₂₅
年
度
か
ら
毛
呂
山
町
独
自
に
一

部
助
成
（
半
額
）
を
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
予
防
接
種
は
、
国
の
審
議

会
に
よ
り
定
期
化
さ
れ
る
見
込
み

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毛
呂
山

町
で
は
国
に
先
駆
け
て
接
種
を
開

始
し
ま
す
。

　

接
種
を
ご
希
望
の
人
は
、
対
象

年
齢
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
、
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
予
診
票
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

　

予
防
接
種

接
種
対
象

①
生
後
₁₂
か
月
以
上
₂₄
か
月
に

至
る
ま
で
（
１
歳
児
）

②
５
歳
以
上
７
歳
未
満
（
年
長

児
）

接
種
回
数

　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
で
１
回
ず
つ

自
己
負
担

　

助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

３
５
０
０
円
（
１
回
あ
た
り
）

 
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
、
Ｂ
型
肝
炎
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の

一
部
助
成
を
行
い
ま
す
!

●
共
通
事
項

　

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
診

票
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

の
際
は
「
母
子
手
帳
」
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。指
定
医
療
機
関（
表

１
）
に
予
約
の
う
え
、
接
種
当
日

は
予
診
票
、
母
子
手
帳
、
保
険
証
、

診
察
券
（
お
持
ち
の
人
）
を
持
参

し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

既
に
接
種
し
て
い
る
人
へ
の
払
い

戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―

　

５
５
１
１

②
５
価
ワ
ク
チ
ン
で
は
４
週
以

上
の
間
隔
を
あ
け
て
３
回

自
己
負
担

①
１
価
ワ
ク
チ
ン
で
は
１
回

７
３
０
０
円
を
指
定
医
療
機

関
（
表
１
）
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

②
５
価
ワ
ク
チ
ン
で
は
１
回

５
０
０
０
円
を
指
定
医
療
機

関
（
表
１
）
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス　

乳
幼
児
に
多
く

発
症
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
一
つ

で
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
様
ざ
ま

な
型
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
多

く
の
感
染
を
占
め
る
型
の
１
つ
を

も
と
に
作
ら
れ
た
１
価
ワ
ク
チ
ン

と
、
５
つ
の
型
を
も
と
に
作
ら
れ

た
５
価
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。

【
ご
注
意
】

　

い
ず
れ
も
、
初
回
接
種
は
₁₄
週

６
日
（
生
後
１
０
４
日
・
約
３
か

月
半
）
ま
で
に
必
ず
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
後
に
初
回
接
種
を

受
け
る
場
合
は
助
成
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
規
定
の
週
数
（
１
価

で
は
₂₄
週
ま
で
、
５
価
で
は
₃₂
週

ま
で
）以
後
の
接
種
も
で
き
ま
せ
ん
。
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

医療機関名 所 在 地 電 話 番 号 おたふく 水ぼうそう Ｂ型肝炎 ロタ

埼玉医科大学病院（注） 希望者は保健センターまでお問い合わせください ○ ○ ○ ○

長瀬クリニック 川角 133-6 （295）0708 ○ ○

初野医院 長瀬 718 （294）7713 ○ ○ ○ ○

平間小児科医院（注） 旭台 89-1 （295）2655 ○ ○ ○ ○

ゆずの木台クリニック 中央 2-5-5 （295）5158 ○ ○ ○ ○

市川医院 越生町越生 981 （292）3011 ○ ○ ○ ○

かあいファミリークリニック 越生町上野 1025 （299）6222 ○ ○ ○ ○

鳩山第一クリニック 鳩山町松ヶ丘 3-7-2 （296）6800 ○ ○ ○ ○

福島内科 鳩山町楓ヶ丘 4-17-8 （298）0600 ○ ○ ○ ○

浅羽クリニック 坂戸市浅羽 991-1 （284）1114 ○ ○ ○

坂戸西診療所 坂戸市北峰 33 （289）5111 ○ ○ ○ ○

渋谷こどもクリニック 坂戸市日の出町 6-25 （284）1881 ○ ○ ○ ○

花水木こどもクリニック 坂戸市にっさい花みず木 3-20-8（282）8732 ○ ○ ○ ○

藤井小児科医院 坂戸市千代田 4-14-12 （283）7272 ○ ○ ○ ○

厚友クリニック若葉 鶴ヶ島市富士見 1-9-34 （272）3903 ○ ○

しんまちクリニック 鶴ヶ島市新町 2-23-23 （271）6154 ○ ○ ○

鶴ヶ島医院 鶴ヶ島市脚折 1864-7 （285）0179 ○ ○ ○ ○

みなくち小児科 鶴ヶ島市鶴ヶ丘 110-1 （287）5755 ○ ○ ○ ○

若葉こどもクリニック 鶴ヶ島市藤金 333-2 （279）0070 ○ ○ ○ ○

愛和病院 川越市古谷上 983-1 （235）8811 ○ ○ ○ ○

芳村医院 日高市上鹿山 80-13 042（985）1433 ○ ○ ○ ○

こどもクリニックいとう小児科 東松山市岩殿 110-6 0493（34）4145 ○ ○ ○ ○

※指定医療機関は変更になることがあります。なお、かかりつけの人のみ接種する場合があります。
※いずれも予約制です。

（注）かかりつけの人のみ接種します。

【表１　町指定医療機関】（指定医療機関以外で助成は受けられません）

　年齢とともに身体の機能は衰えます。機能低下を

予防するには毎日の運動がよいとされています。

　この教室に参加して、専門の指導員による運動方

法を身につけてみませんか。お近くの教室にぜひ参

加してください。

対　６５歳以上で医師より運動制限の指示のない人

内容　専門の指導員による筋力トレーニング（スト

レッチや有酸素運動、バランス訓練

　などの軽体操）

定　各グループ３０人（初めての人を優先）

時間　午後１時３０分～３時３０分

東公民館グループ
６月／ ７日金 14 日金 21 日金 28 日金

７月／ ５日金 12 日金 19 日金 26 日金

８月／ ２日金 ９日金 16 日金 23 日金

もろびとの館グループ
６月／ 11 日火 18 日火 25 日火

７月／ ２日火 ９日火 16 日火 23 日火 30 日火

８月／ ６日火 13 日火 20 日火 27 日火

※９月から中央公民館、大類館でも同様の教室を開

催する予定です。

申・問　５月１０日金から役場高齢者支援課ｔ内線

１１８・１５６・１５７まで申込み（電話可）

介護予防健康づくり教室　　～若々しさを維持しましょう～
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子育て支援センター
　子育て支援センターは、主に乳児期の子育て中の親子が、
触れ合う集いの場です。また、職員が常駐しますので、子
どもとの関わり方について、育児相談など、子育てに関す
る情報を用意してお待ちしています。散歩の際など気軽に
お立ち寄りください。
　近年、子育ては核家族化や共働きの影響で保護者の負担が増えつつあります。ひとりで悩まず、ぜひ子育て支
援室、子育て支援センターにお出かけください。

名　称 場　所 電話番号 開設時間
ゆずの里保育園
子育て支援センター 平山 1-47-3 （294）4820 平日、9:00 ～ 16:00（12:00 から 13:00 までは昼休み）

※土、日、祝日はお休みです。
毛呂山みどり保育園
子育て支援センター 葛貫 799-12 （294）1115 月曜日～金曜日　10:00 ～ 16:00

※土、日、祝日はお休みです。

子育て支援室 川角 298-1
（東公民館内）（294）1800 月・水・金　10:00 ～ 15:00（12:00 から 13:00 までは昼休み）

※土、日、祝日はお休みです。

図書館　ｔ（295）1015　５月の休館日：６日（振休）を除く毎週月曜日、７日火、31 日金

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子ども映画会 ５月 11 日（土）14:00 ～ 15:30

「名犬ラッシー」
　イギリスの小さな炭鉱の町に暮らす少
年ジョンと愛犬ラッシー。だが、炭鉱が
廃坑の危機を迎えて ･･･。
場 / 視聴覚室　定 / 先着５０人

おはなし会 ５月 25 日（土）14:00 ～ 14:30 3 歳児から小学
生まで。

おはなし、絵本の読み聞かせ、紙芝居など
場 / 視聴覚室
※小さなお子さんは、保護者同伴でご参
加ください。

おはなしポッケ ５月 14 日（火）
　　 28 日（火）11:00 ～ 11:30

０歳から３歳く
らいの小さい子
のためのおはな
し会です。

わらべうた、手あそび、　絵本の読み聞か
せなど
場 / １階おはなしコーナー

児童館　ｔ（295）4111　５月の休館日：５日祝を除く毎週日・月曜日、３日祝、４日祝

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

ぴょんぴょん広場

５月 １日（水）
　　 ８日（水）
　　15 日（水）
　　29 日（水）

10:30 ～ 11:30 ２歳前後の幼児
と保護者

体操・工作・体育あそびなど（申込み不要）
持ち物 / 親子とも上履き

父親クラブ
～パパと簡単
　クッキング～

５月 11 日（土） ９:30 ～ 11:30

幼児、小学生と
お父さん（家族
で参加も大歓
迎）

お父さんと野菜たっぷりヘルシータコス作りに挑戦 !
定 / 先着１０組または２０人　料 / １人１５０
円　持ち物 / 上履き、麺棒、キッチンボウル（直
径 20cm）、包丁、手拭き、フライ返し、スプー
ン（大）、飲み物、タッパー　申 / ５月９日（木）
までに参加費を添えて児童館へ申込み（お釣り
のないようにお願いします）

保健センター　ｔ（294）5511
名　称 日　程 対　象 内　容

４か月児健診 ６月 ４日（火） H25. １生

場 / 保健センター
※対象者には個別に通知します。

10 か月児健診 ６月 ５日（水） H24. ７生
１歳６か月児健診 ６月 11 日（火） H23.11 生
３歳児健診 ６月 12 日（水） H21.12 生

２歳児歯科健診 ６月 20 日（木）
　午後

H22.12、
H23. １生

歯と栄養のお話、歯科健診、歯みがき指導、フッ素塗布（希
望者のみ）、栄養指導相談（希望者）

育児学級 ６月 13 日（木）
　13:30 ～

乳幼児および
その保護者

身体測定・育児相談・離乳食指導（14:00 ～）
申 / ５月８日（水）から保健センターで受付（電話可）

母親学級

６月 １日（土）
　　21 日（金）
７月 21 日（日）
８月 10 日（土）

初妊婦

妊娠中の栄養・歯科保健について、妊婦体操・呼吸法・乳
房管理、親の役割（心理士）、沐浴体験、母子保健制度に
ついて
申 / ５月７日（火）から保健センターで受付（電話可）

子ども広場
このコーナーは、子どもが参加のできるイベ
ントなどの情報のほか、子育て支援に関する
情報や健康診断など、子どもに関する様ざま
な事柄を掲載するコーナーです。

22広報もろやま  ５月１日号



５年　田澤　アキシくん

「フィリピンの思い出」　「さつまいも
　　　　　でっかーい」

３年　森田　凌
り く

空くん

保健センターだより
保健センター　ｔ（294）5511

胃がん検診・胸部 X 線（肺がん・結核）検診
㊐　６月１９日（水）午前
対　４０歳以上
料　・胃がん検診（バリウムによる検診）　６００円
　　・胸部 X 線検診　　 ２００円
　　　（喀痰細胞診検査　５００円）
定　先着１２０人
申　５月１３日（月）から保健センターで受付
※胃がん検診は、開腹手術の既往のある人は医
療機関での検診をお勧めします。
※生活保護世帯の人は無料になりますので、申
込み時にお申し出ください。なお、検診当日、
印鑑と受給者証をご持参ください。

大腸がん検診（受診回数　１年に１回）

受付期間　　５月１３日（月）～６月３日（月）
回収期間　　５月１５日（水）～６月６日（木）
　　　　　　※土・日は除く
対　４０歳以上
料　５００円（便潜血検査）
申　不要。保健センターの窓口で、検診容器を

お渡しします。上記受付期間内に、直接お越
しください。２回採便後、保健センターに提
出していただきます。

※生活保護世帯の人は無料になりますので、来
所時にお申し出ください。なお、印鑑と受給者
証をご持参ください。

歯周病検診
㊐　５月３０日（木）９：００～１２：００
対　４０歳以上
内容　歯周病検診、歯みがき指導
料　無料
定　先着３６人
申　５月１０日（金）から保健センターで受付（電話可）
※３０分毎に予約をとります。

■６月の在宅当番医（午前９時～正午）
日にち 医療機関名 専科 住所 電話

６月はありません
※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38 ｔ 276-1465）は、救急部
が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

№
３
７
１　

光
山
小
学
校

ぼくらの
キ
ャ
ン
パ
ス

「ざりがにとあそんだよ」

２年　上條　瑠
る き あ

耀亜さん

検　診

　このコーナーは、私たち保健師が皆さんにお伝えした
いことを掲載するコーナーです。今月は「５月からの熱
中症予防」についてお知らせします。
　人間の体は、暑い環境での運動や作業を始めてから、
３～４日たたないと、体温調節がうまくなってきません。
このため、急に暑くなった日や、久しぶりに暑い環境で
活動したときには、熱中症になる人が多いのです。急に
暑くなった日や、気温が高い日、風が弱い日、湿度が高
い日には熱中症への注意が必要となります。
熱中症予防のポイント
①こまめに水分補給、②屋外作業は、ときどき日陰で休憩、
③日傘や帽子、涼しい服装、④おかしいと思ったら、受
診（めまい・頭痛・吐き気など）

保健師通信
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日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8児 図歴児体

・7月分総合公園予約日
　場総合公園

・園庭開放
 場旭台保育園→P12

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・体育施設7月分調整会議
　場総合公園
・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・健康づくり教室
　場東公民館→P21
・読み聞かせボラン
ティア養成講座

　場図書館→P12

・子ども映画会
　場図書館

9 10 11 12 13 14 15児 図歴児体 図 図 図 図

・健康づくり教室
　場もろびとの館→P21
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・子育てサロン
　場東公民館
・菊の苗無料配布
　場役場→P13

・健康づくり教室
　場東公民館→P21

・トレーニング機器説明会
　場総合公園

16 17 18 19 20 21 22児 図歴児体

・健康づくり教室
　場もろびとの館→P21
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・健康づくり教室
　場東公民館→P21

・おはなし会
 場図書館

23 24 25 26 27 28 29児 図歴児体
・健康づくり教室
　場もろびとの館→P21
・おはなしポッケ
　場図書館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・子育てサロン
　場ウイズもろやま

・健康づくり教室
　場東公民館→P21

30 児

・休日納税相談・納入窓口
　場役場

法律相談
■弁護士（要予約）
　６月 11 日火、24 日月　13:30 ～ 16:00
■行政書士
　６月 19 日水　10:00 ～ 15:00
場　所　役場会議室
内　容　土地家屋のトラブル、交通事故、金銭貸借や補償、
　相続問題など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ内線 313

人権・行政相談
日　時　６月 13 日木　13:30 ～ 16:00
場　所　役場会議室
内　容　人権問題、行政に関する苦情など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ内線 313

健康相談
■成人健康相談（心と体の相談）
　６月 25 日火　９:30 ～ 11:30
　　場　所　役場ホール
　６月 18 日火　９:00 ～ 12:00
　　場　所　保健センター
■電話相談
　月～金曜日（祝日を除く）　９:00 ～ 17:00
問合せ　保健センターｔ (294)5511

6 月の相談コーナー
心配ごと相談
日　時　毎週水曜日　10：00 ～ 12：00
場　所　ウィズもろやま（福祉会館）
内　容　生活上の悩み、困りごとなど
問合せ　社会福祉協議会ｔ (295)3111

教育相談
日　時　月～金 　10:00 ～ 16:30
場　所　教育センター
内　容　不登校、いじめ、しつけなど
電話相談番号ｔ (295)2525

消費生活相談
　産業振興課では、消費生活全般に関する相談・情報提供
を行っています。
　毎週火曜日 10:00 ～ 15:00 は、消費生活コンサルタン
トが相談を受け付けます。
問合せ　役場産業振興課ｔ内線 175

入間西障害者支援センター出張相談（５月分）
日　時　５月８日水　10：00 ～ 12：00
場　所　役場相談室
対　象　障害（身体・知的・精神）のある人やその家族
内　容　生活上の諸問題など
問合せ　役場福祉課障害福祉係ｔ内線 116・117 ｆ（295）
　　　　2126

 行事カレンダー6月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館　体町内体育施設（総合
公園体育館・グラウンド、大類グラウンド・ソフトボールパーク、
川角公園、西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク
場＝場所
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※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問 老人福祉センター山根荘  ｔ（２９４）５５４５

役場からのお知らせ

　いよいよ新年度が始まりました。広
報担当も新体制でスタートすることに
なり、広報紙もリニューアルしました。
新しくなった広報では、皆さんが参加
できるコーナーもできました。写真や
お便り、広報への感想などをたくさん
お待ちしています。（Ｉ）

編　集　後　記

人口　　35,694 人（－ 69 人）

　男　　17,788 人（－ 52 人）

　女　　17,906 人（－ 17 人）

世帯　　15,623 戸（＋ 22 戸）

※平成 25 年４月１日現在（カッコ）
内は前月比

人の動き

■毎週水曜日は、税務課・住民課・
子ども課・高齢者支援課・福祉課・
水道課で午後７時まで窓口業務を
行っています。

■広報もろやまは、役場ホール、
両公民館、図書館、保健センター、
教育センター、総合公園体育館、
歴史民俗資料館、福祉会館などに
置いてあります。

■ウェブサイト用
　QR コード

■税金・保険料は納期限内に忘れ
ずに納めましょう。
５月の納期限
　軽自動車税　　　　　　１期
　固定資産税　　　　　　１期

ｉ
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図書館
今月のオススメの一冊！

『ペコロスの母に会いに行く』
　岡野　雄一／著
　西日本新聞社／出版

ループホームに暮らす認知
症の母との日常を、温かく

淡々と描きだした４コマ漫画エッセ
イ。母は少しずつ
忘れていき、過去
と今が交差する中
に生きている。生
きることの切なさ
を描く感動の一冊
です」

「グ

お便りコーナー

山根荘は、町内在住で６０歳以上の人でしたら、どなたでも無料でご利用
になれます。

リサイクル情報
●ゆずりたい品物
・キャノンプリンターインク BCI-6（新品・無料）・衣類乾燥機（無料）
・茶道具一式（有料）・イカリソウの苗、日本サクラソウの苗（無料）・三
ツ折マットレス（中古・無料）・スタンドルーペ（蛍光灯付）（中古・無料）
●ゆずってほしい品物
・ミニコンポ（レコードプレイヤー付）（相談）・車いす（無料）

　紹介したい品物がありましたら、お気軽にお申し込みください。
また、交渉が成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月
申・問　役場産業振興課商工観光係ｔ内線 175

山根荘趣味の会等定例行事
５ 月 の 休 館 日   3日  4日  5日  6日11日12日

18日19日25日26日
ペ タ ン ク 20日
声 を 出 す 会   1日15日
謡 寿 会 14日28日
民 踊 同 好 会 13日27日

俳 句 の 会 10日24日【季語　清和（せいわ）、
武者人形（むしゃにんぎょう）】

囲碁・将棋の会   1日  8日10日15日17日22日
24日31日

お 茶 の 会 17日31日
茜 会（ お 花 ） 13日27日
ダ ン ス 同 好 会 10日17日29日
ぎんれい会(大正琴) 17日

三味線・民謡の会   2日  9日
手 芸 の 会   8日22日
カ ラ オ ケ
同 好 会

20日29日
（厚年カラオケ）24日

吟 友 会   8日22日
書 道 の 会   8日22日
舞 わ か ば 会   8日22日
FD カ ト レ ア 10日24日
健康体操 3B 体操 20日
楓 会   9日
押 し 花 の 会 13日
桜 扇 の 会 13日31日
Ｐ Ｃ ク ラ ブ 20日29日
光 華 の 会   1日15日
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行
　

毛
呂

山
町

　
■

1
部

当
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3
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円
　

■
編

集
　

秘
書

広
報

課
広

報
広

聴
係

植物油インキを使用しています。

も
ろ
や
ま

　

今
年
の
春
先
は
、
雨
降
り
の
日
が
あ
っ
た
り
、

風
の
強
い
日
が
あ
っ
た
り
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
撮
影
に
出
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
写
真
は
数
少
な
い

（?）
穏
や
か
な
日
に
撮
影
し

た
写
真
で
す
。
写
真
は
、
春
の
日
差
し
に
光
る

川
面
と
美
し
く
咲
い
た
桜
を
ひ
と
つ
の
フ
レ
ー

ム
に
収
め
、
建
物
な
ど
が
あ
ま
り
入
ら
な
い
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
こ
の
写
真
で
里
山
の
雰

囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
毛
呂
山
町
秘
書
広
報
課
撮
影
）

宿
谷
川
と
桜
（
宿
谷
）

応
募
方
法

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
写
真
を
と
お
し
て
毛
呂
山
町

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
風
景
写
真

は
も
ち
ろ
ん
人
物
や
動
物
、
花
な
ど
の
写
真
で
も
結

構
で
す
。
あ
な
た
の
好
き
な
毛
呂
山
町
の
風
景
を
写

真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
在
住
の
人
で
あ
れ

ば
誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真

へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
１
５
０
字
程

度
で
ま
と
め
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
（
写
真
返
却
不
可
）。
な
お
、
広
報
紙
に

は
撮
影
者
の
お
名
前
な
ど
も
掲
載
し
ま
す
。
写
真
は

撮
影
者
が
著
作
権
や
肖
像
権
な
ど
に
必
ず
責
任
を

も
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。
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先
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報
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広
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１
２
内
線
３
３
２

　

ｅh
isyo

@
to

w
n

.m
o

ro
ya

m
a

.sa
ita

m
a

.jp

（平成 25年 4月 1日撮影）

魅
力
　
　
発
見

彩

　木内　萌
も ゆ

友ちゃん　（６歳１か月）
　　　　穂

ほ の

乃ちゃん　（４歳８か月）
　　　　菜

な こ

子ちゃん　（３歳１か月）
　　　　咲

さ ほ

歩ちゃん　（１歳２か月）
　４月から小学生の萌友。しっかり者の
穂乃。最近おしゃべりが上手になってき
た菜子。笑顔が最高な咲歩。これからも
仲良し四姉妹でいてね☆

　めじろは、日本全国で見ることのでき
るとても身近な鳥で、県の鳥や市町村の
鳥としている自治体も多くあります。毛
呂山町でも平成２年３月、めじろは四季
をつうじて町内全域で見られることや、
緑の多い毛呂山町にふさわしいという理
由で、町の鳥として認定されました。

　大きさはスズメぐらいで、おなかの周りを除いて全体的に
黄緑色をしています。特徴は、目の周りが白いことで、この
ことが名前の由来になっているといわれています。
　新緑の季節を向かえ、外へ出る機会も増えることと思いま
す。外出の折、少し足を止め、小鳥のさえずりに耳を傾けて
みてはいかがでしょうか。

「めじろ」

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。
申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

「めじろ」
徒然歳時記
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